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庭園技術連続基礎講座で訪れた新宿御苑

先
日
の
総
会
で
、
長
い
間
会
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
龍
居 

竹
之
介
先
生

の
後
任
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
が
龍
居
先
生
と
同
世
代
の
私
と
し
て
は
ま

さ
に
老
体
に
鞭
打
っ
て
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
い
た
し
ま
す
の
で
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
特
に
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
う
移
行
期
限
の
年
で
あ
り
、
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
手
続
き
を
早
急
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
現
在
は
望
月

総
務
委
員
長
を
中
心
に
新
定
款
の
作
成
調
整
中
で
完
了
後
、
内
閣
府
に
申
請

を
す
る
段
取
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。又
、九
月
三
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
「
第
七
回
国
際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

１
２
シ
ド
ニ
ー
」
に
つ
い
て
は
本
協
会
か
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
の
派

遣
な
ど
三
橋
国
際
活
動
委
員
長
が
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
海
外
に
お
け

る
日
本
庭
園
の
姿
や
現
状
を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
奮
っ

て
の
参
加
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
国
内
で
は
第
四
回
と
な
っ
た
「
庭
園
技
術

連
続
基
礎
講
座
」
も
多
く
の
参
加
者
の
下
、
廣
瀬
技
術
委
員
長
や
講
師
陣
の

熱
心
な
講
義
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
日
本
の
庭
園
文
化
発
展
の
た
め

伝
統
庭
園
技
術
の
継
承
や
啓
蒙
活
動
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
鑑
賞
会
会
長
も
こ
れ
ま
で
長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
庄
司
常
務
理

事
か
ら
青
木
副
会
長
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
四
月
に
龍
居
名
誉
会
長
に
講
師
を

お
願
い
し
「
人
と
世
間
と
庭
の
顔
」
と
題
し
た
講
演
会
が
盛
況
裡
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。
本
協
会
全
般
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
西
村
副
会
長
は
退
任
さ

れ
ま
し
た
が
大
平
副
会
長
は
留
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。又
、

財
務
委
員
長
は
退
任
さ
れ
た
石
川
常
務
理
事
か
ら
高
橋
常
務
理
事
へ
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
柴
田
広
報
委
員
長
に
は
引
き
続
き
協
会
ニ
ュ
ー
ス
、Ｇ
Ｓ
Ｊ

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な
ど
広
報
活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
協
会
の
会
の
運
営
は
会
員
の
拠
出
す
る
会
費
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
会
費
の
未
納
率
が
約
50
％
で
あ
り
会
務
に
支
障
を
来
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
０
％
に
す
る
べ
く
是
非
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
来
年
は
創
立
九
十
五
周
年
と
な
り
ま
す
。
充
実
し
た
活
動
が

で
き
る
よ
う
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　　
（
会
長
）

歴
史
あ
る
日
本
庭
園
協
会
の
会
長
を
お
引
受
し
て

金
子 

直
作

－ 1 － － 16 －

社団法人  日本庭園協会

■ 

第
７
回
国
際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　

ム
開
催
の
お
知
ら
せ

☆龍居 竹之介
　中村 一
　河原 武敏
☆金子 直作
☆青木 美樹子　　
　柴田 正文
　上野 周三
　高橋 良仁

　厚澤 秋成
　石亀 靖
☆岩谷 浩三
　落合 悟
☆菊地 正樹　
　小杉 忠弘
　菅沼 孝仁
　高畑 健一
　殿井 正敏
☆中根 史郎
　星 宏一
☆野村 脩
☆石川 昇造
☆庄司 ヨシ
☆毛利 元敬

本部委員会
総務委員会　　　委員長　　望月 敬生　　財務委員会　　委員長　☆高橋 康夫
広報委員会　　　委員長　☆柴田 正文　　技術委員会　　委員長　☆廣瀬 慶寛
鑑賞研究委員会　委員長　☆青木 美樹子
特別委員会
文化財指定庭園調査委員会　委員長　☆廣瀬 慶寛
日本庭園協会賞選考委員会　委員長　☆金子 直作
国際活動委員会　委員長　　三橋 一夫
鑑賞会　　　　　会　長　☆青木 美樹子
支　部
北海道南支部　支部長　　外山 正幸　　　東北支部　　　支部長　　粟野 幹夫
茨城県支部　　支部長　　飛田 幸男　　　栃木県支部　　支部長　　外丸 実
埼玉県支部　　支部長　　厚澤 秋成　　　千葉県支部　　支部長　　加藤 新一郎
東京都支部　　支部長　　上野 周三　　　神奈川県支部　支部長　☆本川 勇
新潟県支部　　支部長　☆伊藤 春男　　　石川支部　　　支部長　　武部 外喜寛
静岡県支部　　支部長　　石井 敬明　　　愛知県支部　　支部長　　高見 紀雄
近畿支部　　　支部長　　山田 昌次　　　岡山県支部　　支部長　　三宅 秀俊
広島県支部　　支部長　　佐藤 滋雄　　　鳥取県支部　　支部長　　石亀 靖
山口県支部　　支部長　　殿井 正敏　　　香川県支部　　支部長　　水本 隆信

　大平 暁
☆高橋 康夫
☆内田 均
　前川 冨士子

☆尼崎 博正
　磯 守
　岩崎 隆
　小野 登身
　木下 照信
　桜井 忠
☆鈴木 直衛
☆高見 紀雄
　飛田 幸男
　野村 光宏
☆水本 隆信
☆大成 白歩
　伊藤 邦衛
　杉本 大吉
☆山田 昌次

　廣瀬 慶寛
☆加藤 新一郎
　三橋 一夫

　粟野 幹夫
　伊藤 春男
　上田 卓
☆河西 力
　後藤 幸雄
☆佐藤 滋雄
☆外丸 実
☆武部 外喜寛
☆本川 勇
　平井 孝幸
☆三宅 秀俊
☆高梨 節子
　小倉 茂
　中瀬 操
　吉村 金男

　望月 敬生
　鈴木 悦子
☆山田 拓広

☆石井 敬明
　今泉 健壽
　岡部 敏雄
　風間 伸造
　小沼 康子
　白井 裕泰
　外山 正幸
　田中 節照
　中村 寛
☆福田 芳野
☆曽根 珠江

　加藤 雍太郎
☆西村 章子

名誉会長
顧 問
相 談 役
会 長
副 会 長
常務理事
理 事

評 議 員

監 事
名誉会員

☆印は新　敬称略　五十音順平成 24年度～平成 25年度

本 部 委 員 会 及 び 支 部 組 織

役 員 一 覧

　

金
子 

直
作
氏
は
昭
和
８
年
の
生
ま
れ
で

川
崎
工
苑
建
設
（
株
）
入
社
後
、
昭
和
51

年
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
後
は（
株
）大
和
園
の
顧
問
、（
株
）

ワ
ー
ク
ス
総
合
ガ
ー
デ
ン
代
表
取
締
役
に

就
任
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
本
協

会
に
は
昭
和
39
年
に
、
日
本
造
園
士
会
に

は
昭
和
50
年
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎

工
苑
時
代
の
昭
和
40
年
代
は
住
宅
ブ
ー
ム

で
造
園
の
設
計
を
主
に
さ
れ
、
仕
事
も
忙

し
く
雑
誌
「
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
」
に
度
々
掲

載
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
折
、
龍
居

名
誉
会
長
や
斉
藤 

勝
雄
氏
、
飯
田 

十
基

氏
と
面
識
を
得
「
日
本
造
園
士
」
と
し
て

登
録
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
誇
り
だ
っ
た

と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
本
協
会
の
役

員
の
他
、
他
の
造
園
団
体
の
役
員
も
た
く

さ
ん
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
富
な

実
績
を
基
に
本
協
会
を
リ
ー
ド
し
て
下
さ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
金
子
新
会
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

海
外
の
造
園
家
や
日
本
庭
園
の
愛
好
家

た
ち
と
の
交
流
や
技
術
指
導
を
目
的
と
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
今
年
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
若
い
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。
そ
し
て
海
外
で
に
お
け
る
日
本

庭
園
の
人
気
の
高
さ
を
実
感
し
て
下
さ
い
。

日
時
／
平
成
24
年
８
月
30
日
（
木
）〜
９

月
５
日
（
水
）
７
日
間

参
加
費
／
29
万
５
千
円
（
飛
行
機
代
、

ホ
テ
ル
代
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
代
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
費
、
市
内
交
通
費
含

む
）※

本
協
会
員
に
は
一
人
当
た
り
２
万

円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

定
員
／
20
名　

※

定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
三
橋 

一
夫
（
国
際
活

動
委
員
長
）

携
帯…

0
9
0
（
3
2
3
4
）
7
6
1
7

電　

話…

0
4
3
（
2
5
7
）
1
2
9
9

F
A
X
…
0
4
3
（
2
5
7
）
6
1
6
5

【
あ
と
が
き
】
金
子
会
長
の
新
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
、
本
部
や
支
部
の
事
業
も
活
発
に
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
本
号
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
総

会
報
告
が
二
期
分
合
併
と
な
り
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
定
期
発
行
で
き
る
よ
う

に
努
力
致
し
ま
す
。（
広
報
委
員
会
）



－ 3 － － 2 －

　

社
団
法
人
日
本
庭
園
協
会
は
、
平
成
二

十
三
年
度
総
会
を
平
成
23
年
３
月
11
日

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
東
京
・
代
々
木
の

明
治
神
宮
文
化
館
で
午
前
の
評
議
員
会
に

続
き
開
催
し
た
。
途
中
、
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
り
一
時
中
庭
に
避
難
し
余
震
が
収

ま
ら
な
い
中
、
再
開
し
た
が
終
了
後
、
帰

宅
で
き
な
い
約
15
名
は
、
明
治
神
宮
の
弓

道
場
に
て
、
寝
袋
を
支
給
し
て
い
た
だ
き

宿
泊
。
帰
宅
し
た
会
員
も
帰
宅
難
民
と
し

て
大
変
苦
労
を
し
た
。

【
評
議
員
会
】　

午
前
十
一
時　

楠
の
間

　
　
　
　

司
会
＝
望
月 

敬
生 

常
務
理
事

　

評
議
員
76
名
中
、
出
席
54
名
（
委
任
状

出
席
24
名
）
で
、
定
款
第
二
十
一
条
に
よ

り
、
成
立
。
龍
居 

竹
之
介
会
長
が
挨
拶
に

続
き
議
長
と
し
て
議
事
進
行
。
第
一
号
議

案
「
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

収
支
決
算
の
件
」、
第
二
号
議
案
「
平
成

二
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収

支
予
算
（
案
）
の
件
」、
第
三
号
議
案
「
役

員
改
正
（
補
充
）
の
件
」、第
四
号
議
案
「
総

会
議
決
事
項
の
委
任
の
件
」
は
総
会
に
お

い
て
一
括
審
議
を
諮
る
と
い
う
事
で
可

決
。
そ
の
他
と
し
て
、「
定
款
変
更
の
流
れ
」

「
日
本
庭
園
協
会
賞
の
件
」「
ロ
ゴ
マ
ー
ク

選
定
発
表
の
件
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日　

東
京
・
明
治
神
宮
文
化
館

日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会
開
く

社
団
法
人

平
成
二
十
三
年
度

【
鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
】

⑴ 

会
議
の
開
催　

総
会 

日
本
女
子
大
学

桜
楓
２
号
館
（
３･

27
）

⑵ 

研
究
会
「
東
京
の
公
開
庭
園
の
話
題
あ

れ
こ
れ
」
東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
公

園
建
設
課
長 

高
橋 

康
夫
氏
（
３･

27
）

⑶ 

庭
園
見
学
会　

春
季
見
学
会 

神
戸
・

播
磨
地
方
の
庭
園
巡
り
（
５･

27
〜
28
）

秋
季
見
学
会 

静
岡
県
、
沼
津
市
庭
園
見
学

会
（
10･

27
）

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
、
懇
親
会

（
１
月
） 

②
懇
親
会
（
10･

４
） 

役
員
会

（
11･

４
） 

③
23
年
度
技
塾
打
合
せ（
10･

12
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
寒
冷
地
に
お
け
る
土
壁

研
究
（
５･

３
） 

②
待
合
周
り
の
飛
石
・
延

段
の
据
え
方
（
11･

13
）

〈
東
北
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
役
員
会
、
海
外
研
修

打
ち
合
わ
せ
会（
１･

23
） 

②
支
部
総
会（
３

･

28
） 

③
役
員
会
（
４･

１
）

⑵ 

技
術
事
業　

 

①
海
外
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）
庭
園
研
修
会 

メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
日

本
式
温
泉
旅
館
、
個
人
邸
庭
園
管
理
作
業
、

小
庭
園
作
庭
作
業
（
２･

16
〜
23
） 

②
ス

ケ
ッ
チ
講
習
会 

講
師･

洋
画
家 

和
田
三
郎

氏
（
６･

５
）

⑶ 

見
学
会　

山
形
方
面
庭
園
見
学
会
「
山

村
正
作
氏
作
庭
庭
園
」「
竹
田
利
光
氏
作

庭
庭
園
」「
旧
尾
形
家
住
宅
見
学
」「
武
家

屋
敷
三
輪
家
見
学
」（
10･

３
）

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

 

①
支
部
発
足
準
備
会

合（
４
〜
６
月
）　

②
支
部
発
足
式（
７
月
）

⑵ 

そ
の
他　

①
東
京
都
支
部
土
塀
講
習
会

参
加
６
名
（
８
月
）　

②
埼
玉
県
支
部
研

修
会
参
加
２
名
（
12
月
）

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催 　

①
役
員
会
（
２･

18
） 

②
支
部
総
会
（
３･

16
）

⑵ 

見
学
会 

①
庭
園
見
学
会 

飛
田
支
部
長

の
庭
園
見
学
（
３･

16
） 

②
技
能
五
輪
視
察 

横
浜
市
（
10･

24
〜
25
） 

③
向
上
庵
庭
園
見

学
及
び
住
職
の
法
話 

土
浦
市
（
12･

16
）

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催 

①
役
員
会
（
１･

14
〜
11

･

12
８
回
） 

②
総
会
・
新
年
会
（
１･

24
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
研
修
会 

県
立
い
ず
み

高
等
学
校
（
６･

12
〜
10･

24
３
回
）
山
口

県
方
面
庭
園
見
学
ほ
か
（
10･

２
〜
４
）　

②
作
品
発
表
会 

伊
勢
丹
ク
ロ
ー
バ
ー
ル
ー

ム
（
12･

５
）

⑶ 

見
学
会

⑷ 

そ
の
他　

①
東
京
都
支
部
主
催
講
演
会

参
加
（
２･

21
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
新
年
会
（
１･

18
）　

②
役
員
会
（
１･

23
〜
12･

５ 

３
回
） 

③
支

部
総
会
（
４･

18
） 

④
新
会
員
歓
迎
会
（
７
・

６
） 

⑤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
合
せ（
９･

６
） 

【
総
会
】　

午
後
一
時　

椎
の
間

　
　
　
　

司
会
＝
望
月 

敬
生 

常
務
理
事

　

出
席
者
、
委
任
状
出
席
者
合
わ
せ
て
３

０
８
名
（
会
員
総
数
５
４
７
名
）
で
、
定

款
第
二
十
一
条
に
よ
り
成
立
。
金
子
副
会

長
の
開
会
の
辞
、
龍
居
会
長
の
挨
拶
の
後
、

会
長
が
議
長
席
に
着
き
議
事
録
作
成
者
に

望
月 

敬
生
常
務
理
事
、
議
事
録
署
名
者
に

庄
司 

ヨ
シ
常
務
理
事
、
木
下 

照
信
評
議

員
を
、
指
名
、
議
事
に
は
い
る
。

○
第
一
号
議
案

　
「
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
の
件
」

　
　

事
業
報
告
＝
大
平 

暁 

副
会
長

　
　

決
算
報
告
＝
石
川 
昇
造 

常
務
理
事

　
　
　
　
　
　
　

青
木 
美
樹
子 

常
務
理
事

　
　

監
査
報
告
＝
原 

徳
三 
監
事

１　

現
況
（
平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
）

①
事
務
所…

〒
１
６
９―

０
０
５
１

　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一―

六―
三

　

福
田
ビ
ル
３
０
１
号

　

電
話…

０
３（
３
２
０
４
）０
５
９
５

　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

　

U
RL…

http://nitteikyou.org/

　

E-m
ail…
gsj20@

m
7.dion.ne.jp

②
会
員
数…

正
会
員
５
４
７
名
（
12
名
増
）

　

特
別
会
員
／
名
誉
会
員
11
名
（
±
０
）

　

維
持
会
員
６
社
（
±
０
）
賛
助
会
員
20

⑥
忘
年
会
（
12･

５
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
西
綾
高
校
に
て
サ
ク
ラ

て
ん
ぐ
す
病
除
去
（
３･

20
） 

②
技
能
士
取

得 

講
師
を
交
え
て
６
回
講
習
を
受
け
る

（
６
月
〜
７
月
） 

③
兵
庫
県
無
量
寿
寺 

剪

定
作
業
（
８･

28
〜
30
） 

④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
実
技
講
習
（
９ ･

12
） 

⑤
国
際
日
本
庭

園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加 

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

（
10･

１
〜
８
）

⑶ 

見
学
会　

①
鹿
児
島
、
熊
本
方
面（
５･

９
〜
11
） 

②
京
都
方
面
（
８･

31
〜
９･

１
）

⑷ 

そ
の
他　

①
千
葉
県
銘
木
１
０
０
選 

認
定
委
員 

支
部
長
参
加　

②
東
京
都
支
部

主
催 

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
講
演
会
参
加
（
２

･

21
）

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
（
１
・
24
）

②
支
部
総
会 

支
部
だ
よ
り
打
合
せ
（
３･

24
） 

③
支
部
総
会
（
４･

11
） 

④
納
会
（
11

･

16
） 

⑤
支
部
だ
よ
り
打
合
せ
（
11･

20
）

⑵ 

技
術
事
業　

安
諸
定
男
氏
土
塀
講
習
会 

青
梅
市
明
星
大
学（
８･

23
〜
25
）
越
智
將

人
氏
作
品
展 

設
置 

善
光
寺
（
10･

７
〜
８
）

⑶ 

講
演
会　

石
井
リ
ー
サ
明
理
氏 

講
演

会 

日
本
女
子
大
学
桜
楓
２
号
館
（
７･

21
）

⑷ 

見
学
会　

見
学
会 

安
諸
定
男
氏
作
庭 

妙
定
院 

他
（
４･

11
）

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
１･

24
〜

11･

20
３
回
） 

②
支
部
総
会
（
２･

14
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
第
１
回
庭
園
研
修
会

　

名
（
±
０
）
総
会
員
数
５
８
４
名

　

※

カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
前
年
比

③
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会

　
（
カ
ッ
コ
内
は
委
員
長
）

総
務
委
員
会
（
望
月 

敬
生
） 

財
務
委
員
会

（
石
川 

昇
造
） 

広
報
委
員
会
（
大
平 

暁
） 

技
術
委
員
会
（
鈴
木 

直
衛
） 

鑑
賞
研
究
委

員
会
（
庄
司 

ヨ
シ
） 

特
別
委
員
会
／
文
化

財
指
定
庭
園
調
査
委
員
会（
龍
居 

竹
之
介
） 

日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
委
員
会
（
龍
居 

竹

之
介
） 

国
際
活
動
委
員
会
（
三
橋 

一
夫
）

④
鑑
賞
会
お
よ
び
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は
会

　

長
＝
鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
、
支
部
長
＝
支
部
）

鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
（
庄
司 

ヨ
シ
）

北
海
道
南
支
部
（
外
山 

正
幸
） 

東
北
支
部

（
粟
田 

幹
夫
） 

茨
城
県
支
部
（
飛
田 

幸
男
） 

埼
玉
県
支
部
（
厚
澤 

秋
成
） 

千
葉
県
支
部

（
加
藤 

新
一
郎
） 

東
京
都
支
部
（
上
野 

周

三
） 

神
奈
川
県
支
部
（
廣
瀬 

慶
寛
） 

新
潟

県
支
部
（
神
田 

松
太
郎
） 

石
川
支
部
（
武

部 

外
喜
寛
） 

静
岡
県
支
部
（
石
井 

敬
明
） 

近
畿
支
部（
山
田 

昌
次
） 

岡
山
県
支
部（
三

宅 
秀
俊
） 

広
島
県
支
部
（
佐
藤 

滋
雄
） 

鳥

取
県
支
部
（
石
亀 

靖
） 

山
口
県
支
部
（
殿

井 

正
敏
） 
香
川
県
支
部
（
水
本 

隆
信
）

２　

事
業
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴ 

本
部
事
業
の
推
進

（
４･
20
） 

②
第
２
回
庭
園
研
修
会（
６･

15
） 

③
第
３
回
庭
園
研
修
会
（
９･

７
）　

④
日

本
造
園
学
会
関
東
支
部
大
会 

事
例
・
研
究

報
告
参
加
〈
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉 

庭

盛
会
（
青
年
部
）
活
動
記
録
（
11･

７
）　

⑤
庭
盛
会
（
青
年
部
）
活
動
報
告
３
月
〜

12
月
の
各
月
に
、
定
例
会
、
講
習
会
（
三

和
土
、
ワ
ラ
ボ
ッ
チ
、
ひ
し
ぎ
）
見
学
会

実
施

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
新
年
会
（
１･

15
） 

②
役
員
会
（
２･

１
〜
12･

13
８
回
） 

③
支

部
総
会
（
２･

12
） 

④
貞
観
園
第
１
回
検
討

委
員
会 

貞
観
園
）（
６･

28
）  

⑤
納
涼
会（
９

･

４
） 

⑥
忘
年
会
（
12･

12
〜
13
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
貞
観
園
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動 

貞
観
園
（
５
・
25
） 

②
県
外

研
修
（
実
測
調
査
）
茨
城
県
筑
西
市
下
館

（
９･

10
〜
11
） 

③
北
方
文
化
博
物
館
実
測

調
査
（
11･

12
〜
14
）

⑶ 

見
学
会　

県
内
研
修 

貞
観
園
及
び
池

忠
造
園
作
品
の
見
学 

貞
観
園
（
５･

30
）

⑷
田
中
泰
阿
弥
研
究
会　

①
第
６
回
『
手

紙
を
読
む
会
』（
３･

13
、
以
降
８
月
ま
で

６
回
開
催
） 

②
第
７
回
『
手
紙
を
読
む
会
』

（
９･

18
以
降
12
月
ま
で
４
回
開
催
）

〈
石
川
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１･

17
）

②
役
員
会
（
11･

30
）

⑵ 

そ
の
他　

①
山
口
県
支
部
会
員
来
沢 

市
内
古
庭
園
見
学
案
内
（
４･

３
〜
４
） 

②

①
第
９
回
日
本
庭
園
協
会
賞
受
賞
者
の
決

定　

小
泉 

隆
一
氏
（
福
島
）
廣
瀬
辰
臣
氏

（
千
葉
）
越
智 

將
人
氏
（
愛
媛
）（
３･

11
）

②
支
部
表
彰

　

東
京
都
支
部
（
上
野 

周
三
支
部
長
）　

③
ロ
ゴ
マ
ー
ク
選
定
発
表
、
賞
金
授
与
式

　
（
柴
田 

正
文
常
務
理
事
）

⑵ 

会
議
の
開
催

①
定
期
総
会　

東
京
明
治
神
宮
文
化
館

（
３･

12
）
臨
時
総
会 

清
澄
庭
園
大
正
記
念

館
（
10･

30
）

②
理
事
会　

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭
（
２

･

15
）
清
澄
庭
園
大
正
記
念
館
（
９･

18
）

③
支
部
長
会　

清
澄
庭
園
大
正
記
念
館

（
12･

６
）

④
常
務
理
事
会　

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭

（
１･

26
他
５
回
）

⑶ 

技
術
事
業

若
手
向
け
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座
の
開

催
（
４･

25
／
５･

23
／
６･

27
／
７･

25
／

８･

29
）

⑷ 

広
報
事
業

｢

庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
第
62
号

（
１･

１
）
第
63
号
（
３･

12
）

⑸ 

国
際
活
動
事
業

第
６
回
国
際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協

力⑹ 

そ
の
他

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備



－ 5 － － 4 －

新
潟
支
部
庭
園
見
学
会
参
加
（
５･

30
） 

③

東
京
都
支
部
会
員 

能
登
赤
松
見
学
案
内

（
７･
５
〜
６
）

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催 
①
支
部
発
足
会
（
８
・
４
）

②
幹
事
会
（
10･
13
）

⑵ 

技
術
事
業　

石
積
講
習
会
「
S
A
V
E 

T
H
E 

S
T
O
N
E　

絶
滅
石
材
を
救
え
」 

（
株
）お
し
ゃ
楽
共
同
開
催（
11･
13
、14
、17
） 

⑶ 

講
演
会
「
植
治
と
そ
の
時
代
」
講
師…

田
井 

洋
子 

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
11･

20
）

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
２･

８
〜

11･

20 

４
回
） 

②
支
部
総
会
及
び
東
京
方

面
研
修
旅
行
（
２･

21
〜
22
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
研
修
会 

さ
し
金
と
の

み
、
ほ
ぞ
、
ほ
ぞ
穴 

講
師：野
村
建
築
（
８

･

22
） ②
庭
園
研
修 

イ
ン
カ
彫
刻
石
垣
を

め
ざ
し
て
、
目
地
石
の
加
工
整
形　

講
師

…

玉
木 

崇
晴
氏 

石
彫
家
（
10･

24
〜
31
）

⑶ 

観
察
会　

富
士
山
第
１
〜
第
３
、
宝
永

山
及
び
大
沢
崩
れ
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー…

小
林

清
氏 

写
真
家
、
山
林
パ
ト
ロ
ー
ル （
10･

22
）

〈
近
畿
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４･

18
）

②
役
員
会
（
６
・
８
）

⑵ 

見
学
会　

智
積
院 

他
（
７･

17
）

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
３･

16
）

②
役
員
会
（
10･

18
）

⑵ 

技
術
事
業　

版
築
土
塀
・
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト･

た
た
き
土
間
講
習
会 

尾
道
市（
８･

28
）

⑶ 

見
学
会 

①
東
京
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
見
学 

国
営
昭
和
記
念
公
園
（
４･

17
〜
18
）②
広

島
庭
園
見
学
会 

福
山
市
（
７･

25
） 

③
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
見
学 

岡
山
市
（
９･

12
）

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１･

17
）

②
役
員
会
（
６･

18
〜
11･

25
４
回
）

⑵ 

技
術
事
業　

炭
焼
講
習 

池
下
清
山
園

土
場
（
準
備 

２･

28
／
薪
入
れ
・
火
入
れ 

３･

７
／
炭
出
し 

３･

28
／
薪
入
れ 

４･

11

／
火
入
れ 

４･

18
／ 

炭
出
し 

５･

１
）

⑶ 
見
学
会　

鞆
の
浦･

明
王
院
な
ど
（
７･

25
）

〈
鳥
取
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
４･

20
）

⑵ 

技
術
事
業　

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
ー
参
加

（
11･

３
）

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
（
２
月
〜
10

月 

４
回
） 

②
支
部
総
会
（
８
月
）

⑵ 

見
学
会　

埼
玉
県
支
部
と
合
同
研
修
旅

行　

山
口
、
萩
、
岩
国
方
面
（
10
月
）

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
４･

15
〜

10･

25　

２
回
） 

②
支
部
総
会
（
５･

15
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
善
通
寺
フ
ラ
ワ
ー
＆

ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0 

善
通
寺
市

（
５
・
15
〜
16
） 

②
庭
空
間
の
創
造
展 

青

山
善
光
寺
（
10･

９
〜
14
）

⑶ 

見
学
会　

①
ケ
ー
ス
オ
ー
エ
ン
氏
ア
ト

リ
エ
他 

愛
媛
県
（
７･

11
） 

②
雑
木
の
庭

小
形 

研
三
の
世
界 

庭
園
パ
ネ
ル
展 

岡
山

市
（
10･

30
）

⑶ 

講
演
会　

水
本 

隆
信
氏 

琴
平
町
つ
る

や
旅
館
（
５･

15
）

⑷ 

そ
の
他　

国
際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加 

ア
メ
リ
カ
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
（
10･

１
〜
10
）

　

以
上
の
報
告
に
続
い
て
決
算
報
告
と
監

査
報
告
が
行
わ
れ
た
結
果
、
満
場
異
議
な

く
了
承
、
第
一
号
議
案
は
可
決
し
た
。

○
第
二
号
議
案

　
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）　

　

お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
の
件
」

　
　

計
画
説
明
＝
大
平 

暁 

副
会
長

　
　

予
算
説
明
＝
石
川 

昇
造 

常
務
理
事

１　

事
業
計
画
の
概
要

　

本
協
会
は
庭
園
、
公
園
、
園
芸
お
よ
び
風

致
を
対
象
に
、
そ
の
研
究
、
普
及
、
発
達
向

上
を
通
じ
、
住
環
境
の
整
備
発
展
に
力
を

つ
く
す
と
と
も
に
、
社
会
地
位
確
立
の
た

め
の
活
動
を
大
き
な
目
標
と
し
て
進
ん
で

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
創
立
以
来
〈
庭

園
趣
味
の
普
及
〉
と
い
う
命
題
も
揚
げ
て

き
た
。
平
成
23
年
度
の
本
協
会
の
活
動
に

当
た
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
目
標
達
が
基
本

方
針
を
な
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
事
業
の
活
性
化
が
第
一

に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

場
合
、
具
体
的
に
は
、
会
員
相
互
の
研
鑽
・

友
好
を
計
る
た
め
の
事
業
と
、
一
般
お
よ

び
関
係
団
体
な
ど
を
問
わ
ず
広
く
本
協
会

の
活
動
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
々
へ
発
信
す

る
事
業
と
、
こ
の
双
方
を
前
面
に
押
し
出

し
て
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

会
員
に
対
す
る
事
業
の
根
幹
は
、
一
に

相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
意
味
で
広
報
活
動
の
充
実
化
、
拡
大

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
本
部
と

支
部
の
連
携
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
本
部

と
会
員
の
意
思
の
疎
通
を
こ
れ
に
よ
っ
て

図
る
こ
と
が
先
決
だ
ろ
う
。
従
来
は
総
務

担
当
が
こ
う
し
た
動
き
の
中
心
に
あ
っ
た

が
、
広
報
と
の
共
同
で
会
員
間
の
結
束
に

向
か
い
た
い
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
外
部

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
協
会
の

姿
が
外
部
に
も
伝
わ
り
賛
同
、
そ
し
て
入

会
増
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

事
業
本
体
は
会
員
の
意
識
の
向
上
に
尽

く
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
庭
園
、
公
園
、
園
芸
、
風
致
な
ど
に
関

す
る
技
術
の
習
得
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
趣

味
と
し
て
の
普
及
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が

並
立
す
る
こ
と
が
社
会
的
地
位
の
向
上
へ

の
基
本
の
一
歩
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

企
画
立
案
の
方
向
性
も
自
ず
と
確
立
す
る

道
が
開
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、「
伝
統
庭
園
技
塾
」「
庭

園
に
関
す
る
基
礎
講
座
」「
講
演
会
」「
研

究
会
」
な
ど
を
本
部
、
支
部
の
協
力
下
に

年
間
計
画
と
し
て
設
定
し
、
広
く
全
会
員

が
協
会
事
業
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
第
一
義
と
考
え
た
い
。

　

平
成
23
年
度
は
本
協
会
に
と
っ
て
大
き

な
変
革
を
と
げ
る
年
で
あ
る
。
懸
案
で

あ
っ
た
定
款
の
改
正
、
新
法
人
へ
の
移
行

と
い
っ
た
法
制
上
の
問
題
の
進
行
は
、
協

会
の
組
織
の
改
変
と
い
う
問
題
も
提
起
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
本
部
と
支
部
、
さ
ら
に
は
会
員
間
の
連

携
が
さ
ら
に
緊
密
に
な
る
よ
う
に
研
究
、

努
力
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
も
各
事
業
の
実
施
に
は
綿
密
な
計

画
立
案
が
要
求
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
の

こ
と
が
、
本
協
会
の
独
自
性
あ
る
活
動
と

し
て
社
会
に
認
知
さ
れ
、
同
時
に
監
督
各

庁
の
高
い
評
価
を
受
け
る
結
果
と
も
な
れ

ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
幸
い
は
な
か
ろ
う
。

　

昨
年
度
は
栃
木
県
支
部
、
愛
知
県
支
部

の
誕
生
と
い
う
快
挙
を
筆
頭
に
、
本
部
で

は
国
際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
連
続

講
座
、
作
品
集
「
日
本
の
庭
を
彩
る
」
刊

行
な
ど
、
各
支
部
で
も
技
術
講
座
、
見
学
、

調
査
研
究
事
業
な
ど
、
数
多
く
の
事
業
が

実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
成
果
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
本
年
度
の
事
業
計

画
の
糧
と
し
た
い
。

　

以
上
を
指
針
と
し
て
平
成
23
年
度
の
事

業
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
以
下
に
そ
の
計

画
案
お
よ
び
予
算
案
を
提
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
龍
居 

竹
之
介
＝
会
長
）

【
本
部
事
業
】

⑴ 

本
部
事
業
の
推
進　

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
、充
実
を
図
る 

②
会
員
の
確
保
、事
務

局
の
充
実
、支
部
体
制
の
拡
充
を
図
る 

③
第

９
回
日
本
庭
園
協
会
賞
及
び
各
種
の
表
彰

⑵ 

総
会
等
の
開
催　

定
期
総
会 

東
京
明

治
神
宮 

文
化
館
（
３･

11
）

⑶ 

総
務
事
業　

総
会
と
役
員
会
の
開
催

（
常
務
理
事
会
〜
年
10
回
、
理
事
会
〜
年

２
回
、
支
部
長
会
〜
１
回
を
予
定
）

⑷ 

技
術
事
業　

①
若
手
向
け
庭
園
技
術
連

続
基
礎
講
座
の
開
催
（
２･

27
／
３･

27
／

４･

24
／
５･

29
／
６･

26
） 

②
伝
統
庭
園
技

塾
の
開
催 

北
海
道
「
静
寂
の
郷
」（
10･

３

〜
８
）
そ
の
他

⑸ 

広
報
事
業　

①
庭
園
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行 

第
65
号
（
１
月
１
日
発
行
）
を
は
じ
め
年

間
４
回
発
行 

②
協
会
機
関
紙
「
庭
園
」
の

刊
行
、
そ
の
他

⑹ 

国
際
活
動
事
業　

海
外
の
日
本
庭
園
機

関
と
の
提
携
、
交
流
の
促
進
を
図
る

【
鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
】

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
総
会 

日
本
女
子
大

学
桜
楓
２
号
館
（
３･

26
）

⑵ 

研
究
会　
「
技
術
と
創
作
」 

陶
芸
家 

寺

田 

康
雄
氏
（
３･

26
）

⑶ 

庭
園
見
学
会 

①
春
季
見
学
会 

千
葉
県
高

梨
氏
庭
園･

上
花
輪
歴
史
館･

旧
茂
木
邸
庭

園
・
鈴
木
邸
庭
園
（
５･

18
） ②
秋
季
見
学

会 

仙
台
・
平
泉
・
前
沢
の
庭
園
（
10
月
中
旬
）

⑷ 

そ
の
他　
『
庭
園
の
鑑
賞
』
冊
子
の
刊
行

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
・
懇
親
会（
１

月
下
旬
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
技
塾
準
備（
４
月
下
旬
）

（
６
月
）（
８
月
） 

②
伝
統
庭
園
技
塾
開
催

（
10
月
） 

③
技
塾
反
省
会
（
11
月
）

〈
東
北
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　
①
支
部
新
年
会（
１･

23
） 

②
支
部
役
員
会（
２･

６
） 

③
支
部
総
会（
３

･

27
） 

④
反
省
会
（
12
月
）

⑵ 

技
術
事
業 

①
実
技
研
修
会
会
場
視
察
、

測
量 

大
和
町 

覚
照
寺
（
２･

13
） 

②
実
技

研
修
会 

大
和
町 

覚
照
寺
（
８
月
下
旬
）

⑶ 

庭
園
見
学
会　

庭
園
見
学
会
（
６
月
）

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
４
月
）

⑵ 

技
術
事
業 

①
竹
垣
・
石
積
・
版
築
講

習
会
（
４
月
） 

②
竹
垣
・
石
積
・
版
築
講

習
会
（
５
月
） 

③
講
習
会
（
６
月
に
行
う

場
合
が
あ
る
）④
古
庭
園
保
存
事
業
（
庭

園
修
復
作
業
計
画
）（
10
月
）

⑶ 

そ
の
他　

神
奈
川
県
支
部
会
員
訪
問

（
８
月
）

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
２･

15
〜

12･

19　

３
回
） 

②
支
部
総
会 （
３･

25
）

⑵ 

技
術
事
業 

①
版
築
講
習
会 

水
戸
市
成

樹
園（
３･

19
〜
20
） 

②
向
上
庵
の
池
及
び
石

組
清
掃
・
測
量 

土
浦
市
小
野（
８･

27
、28
）

⑶ 

見
学
会 

①
会
員
作
の
庭
園
見
学（
３･

25
） ②
岡
山
県･

鳥
取
県
方
面（
10･

２
〜
４
）

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
・
新
年
会 

（
１･

23
） 

⑵ 

技
術
事
業　

①
泥
深
庵
周
辺
管
理 

県

立
い
ず
み
高
等
学
校
（
２･
13
） 

②
研
修
会 

県
立
い
ず
み
高
等
学
校
（
６･
11
〜
10･

30

３
回
」 

③
研
修
旅
行
（
９･

24
〜
25
）④
作

品
発
表
（
12･

６
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
新
年
会
（
１･

22
）②

役
員
会
（
２･

24
）③
支
部
総
会
（
４･

10
）

④
12
月 

忘
年
会

⑵ 

技
術
事
業　

①
支
部
技
塾 

現
地
調
査

（
３･

13
） 

②
サ
ク
ラ
て
ん
ぐ
す
病
除
去 

西

綾
高
校
（
３･

26
） 

③
講
習
会 

マ
キ
の
枝

を
ノ
ミ
を
使
っ
て
枝
付
け
（
３･

29
）　

④

支
部
技
塾 

石
組
み
（
４
・
３
、
17
）　

⑤

支
部
技
塾 

つ
く
ば
い
（
５･

１
、
15
）　

⑥

支
部
技
塾 

延
段
（
６･

５
、
19
） 

⑦
技
能

士
取
得
（
６
月
〜
７
月
） 

⑧
研
修
旅
行
（
７ 

月
） 

⑨
支
部
技
塾 

竹
垣
（
８･

７
、
21
） 

⑩

支
部
技
塾 

石
垣
（
９･

４
、
18
）　

⑪
剪
定

作
業 

兵
庫
県
無
量
寿
寺
（
９･

10
） 

⑫
支

部
技
塾 

深
草
犬
走
（
10･

２ 

、
16
） 

⑬
支

部
技
塾 

樹
木
の
配
置 （
11･

６ 

、
20
）

⑶ 

そ
の
他　

千
葉
県
銘
木
１
０
０
選
認
定

委
員 

支
部
長
参
加

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
２
〜
３
回

（
１
〜
３
月
） 

②
支
部
総
会
（
３
月
ま
た
は



－ 7 － － 6 －

25　

４
月
） 

③
納
会
（
11
月
）

⑵ 
技
術
事
業　

安
諸 

定
男
氏 

編
笠
門
講

習
会
（
２
日
間
） 

青
梅
市
明
星
大
学
（
８

月
下
旬
、
９
月
上
旬
）

⑶ 

講
演
会　

写
真
家 

信
原
氏
と
編
集
者

豊
藏
氏
に
よ
る
講
演 
清
澄
庭
園
大
正
記
念

館
（
４･

２
）

　
〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催 

①
役
員
会
（
１･
27
〜
11

･

15 

３
回
） 

②
支
部
総
会
（
１･

27
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
第
１
回
庭
園
研
修
会 

小
島 

佐
一
の
作
風 

講
師…

本
川 

勇 

横
浜

西
公
会
堂
（
２･

15
） ②
第
２
回
庭
園
研
修

会 

小
島 

佐
一
の
作
風 

講
師…

本
川 

勇 

横

浜
西
公
会
堂
（
３･

15
） ③
第
３
回
庭
園
研

修
会 

横
浜
市
立
馬
場
花
木
園 

講
師…

風
間

伸
造
（
４･

20
） ④
第
４
回
庭
園
研
修
会 

横

浜
西
公
会
堂
（
５
・
17
） ⑤
第
５
回
庭
園

研
修
会 

横
浜
西
公
会
（
６･

21
）　

⑥
庭
園

パ
ネ
ル
展
示
会 

横
浜
三
溪
園
（
10･

12
〜

21
）

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴ 

研
修
会 

①
県
外
研
修 

湯
河
原 

翠
溪
荘 

田
中
泰
阿
弥
作
庭
（
２･

22
） 

②
県
外
研
修 

M
O
A
美
術
館
・
箱
根
美
術
館
（
２･

23
） 

③
県
外
研
修 

鎌
倉
高
徳
院
鎌
倉
尚
半
亭　

田
中
泰
阿
弥
作
庭
（
２･

24
） 

④
県
外
研
修 

上
越
方
面
（
関
山
神
社
石
庭
他
）（
未
定
） 

⑤
企
画
展 

上
越
方
面
に
て
開
催
予
定 

⑥

実
測
調
査 

北
方
文
化
博
物
館

⑵ 

田
中
泰
阿
弥
研
究
会　

①
第
８
回
手
紙

を
読
む
会 （
３･

19
／
４･

９
／
５･

14
／
６ 

･

11
／
７･

９
／
８･

13
）

〈
石
川
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

役
員
会
（
各
行
事
前
）

⑵ 

技
術
事
業　

赤
松
手
入
講
習
会 

い
こ

い
の
村 

能
登
半
島
（
９･

25
〜
27
） 

⑶ 

見
学
会　

新
潟
庭
園
見
学
会 

貞
観
園 

清
水
園 

他
（
６･

26
〜
27
）

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会 

泰
福
楼

（
２･

19
） 

②
幹
事
会
（
４
月
） 

③
支
部
忘

年
会 （
12
月
）

⑵ 
技
術
事
業　

①
石
積
み
講
習
会

「
S
A
V
E 

T
H
E 

S
T
O
N
E 

2
」 （
株
）

お
し
ゃ
楽
共
同
開
催
（
６
月
） 

②
庭
園
修

復 

料
亭
望
洲
楼
（
半
田
市
） 

重
森
三
玲
作

庭
（
７
月
） 

③
石
積
み
講
習
会
「
S
A
V
E 

T
H
E 

S
T
O
N
E 

3
」 （
株
）
お
し
ゃ
楽
共
同

開
催
（
９
月
） 

④「
茶
事
に
お
け
る
庭
師
の

作
業
」
茶
会
開
催
（
10
月
）

⑶ 

講
演
会　

講
演
会 「
あ
る
建
築
家
と
庭

を
語
ろ
う
」
建
築
家
岩
尻
誠
氏
な
ど
予
定

（
11
月
）

⑷ 

そ
の
他　

陶
芸
教
室
参
加
（
支
部
員
親

睦
会
） 

豊
田
市
小
原
鵬
釜 （
５
月
）

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
２･

26
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
技
術
研
修
、
視
察
研
修 

随
時
開
催
（
日
程
未
定
） 

②
静
岡
支
部
賞 

作
品
募
集
及
び
審
査
表
彰

〈
近
畿
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４･

17
）

②
役
員
会
、そ
の
他（
必
要
に
応
じ
て
随
時
）

⑵ 

見
学
会　

妙
心
寺 

他
（
７･

２
）

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
２･

14
）

⑵ 

見
学
会　

金
沢
21
世
紀
美
術
館
見
学

（
日
程
未
定
）

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
２･

６
）

⑵ 

技
術
事
業　

①
第
１
回
炭
焼
講
習
会
実

施 

原
木
の
採
集
と
伐
採
（
２･

18
） 

②
技

術
講
習
会 

石
割
り
・
石
彫 

な
ど
（
７
月
頃
）

⑶ 

見
学
会　

予
定
（
４
月
頃
）

〈
島
根
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

支
部
総
会（
日
程
未
定
）

⑵ 

そ
の
他　

他
支
部
と
の
交
流
情
報
交
換

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴ 

会
議
の
開
催　

①
幹
事
会 （
３
月
〜
12

月 

４
回
） 

②
支
部
総
会 （
５
月
）

⑵ 

研
修
会　

①
研
修
会
（
講
師
研
修
） 

下

関
（
６
月
）　

②
研
修
旅
行 

兵
庫
、
京
都

方
面
（
10
月
ま
た
は
11
月
）

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴ 
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
５
月
頃
）

○
第
三
号
議
案

　
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　

お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
の
件
」

　
　

趣
旨
説
明
＝
龍
居 
竹
之
介 

会
長

　

総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
評
議
員
会

に
て
承
認
さ
れ
た
平
成
23
〜
24
年
度
役
員

（
案
）
が
総
会
に
お
い
て
も
議
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
定
款
変
更
案
を
環
境
省
へ
提
出
、

改
訂
後
は
内
閣
府
と
打
ち
合
わ
せ
と
な
り

環
境
省
に
再
提
出
。返
事
待
ち
の
状
態
で
、

そ
の
後
、
一
般
か
公
益
法
人
か
の
決
定
が

必
要
。
と
の
改
正
作
業
の
経
過
報
告
が
説

明
さ
れ
た
。

○
第
四
号
議
案

　
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任
の
件
」　　
　

　
　

趣
旨
説
明
＝
龍
居 

竹
之
介 

会
長

　

総
会
議
決
事
項
の
常
務
理
事
会
へ
の
委

任
が
可
決
さ
れ
た
。

○
そ
の
他

　
「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
ス
刊
行
報
告
」「
ロ
ゴ

マ
ー
ク
選
定
発
表
」「
栃
木
県
支
部
お
よ

び
愛
知
県
支
部
発
足
」
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
日
本
庭
園
協
会
賞
は
、

小
泉 

隆
一
、智 

將
人 

氏
（
香
川
県
支
部
）

の
三
名
に
贈
ら
れ
た
。
授
与
中
に
東
日
本

大
震
災
、
一
時
中
庭
に
避
難
し
余
震
収
ま

ら
ず
中
庭
に
て
授
与
式
を
行
っ
た
。
支
部

表
彰
は
東
京
都
支
部
の
上
野 

周
三
支
部

長
に
贈
ら
れ
総
会
は
西
村 

彰
子
副
会
長

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
引
き
続
き
会

場
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
交
通

機
関
は
鉄
道
、
飛
行
機
等
一
斉
マ
ヒ
状
態

で
帰
宅
が
困
難
な
中
、
散
会
し
た
。

１． 資金の範囲
　　資金の範囲には、現金及び預金、未収会費、立替金及び未払金、前受会費、仮受金を  
　　含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記２. に記載するとおりである。   

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳   

現金及び預金
未収会費
立替金
　　　合　　計
未払金
前受会費
預り金
　　　合　　計
次期繰越収支差額

科　　目

科　　目

科　　目

金　　額

金　　額

科　　目 金　　額

前期末残高 当期末残高

1,585,051
2,547,080

0
4,132,131
1,086,345
311,000
6,000

1,403,345
2,725,786

1,378,951
2,982,080

0
4,361,031
2,478,000
111,000
161,110
2,750,110
1,610,921

正味財産増減計算書
平成22年 1月 1日から平成 22年 12月 31日まで

 
 
 
 

105,000
0

6,917,000
△ 287,000

 
1,297,000

 
16,000

 
276
40

120,000
8,168,316

 
 

680,280
518,488
2,486,257
679,115

 
1,500,000
185,750

0
300,000
950,247
13,860
122,209
103,500
46,713
975,000

0
0

378,000
100,000
164,000
79,762

0

9,283,181
△ 1,114,865
△ 1,114,865
2,725,786
1,610,921
1,610,921

Ⅰ　一般正味財産増減の部   
　　1　経常増減の部  
　　　　(1) 経常収益 
　　　　　　①受取入会金 
　　　　　　　　受取入会金
　　　　　　　　入会一時金
　　　　　　②受取会費 
　　　　　　　　正会員受取会費
　　　　　　　　三ヵ年経過未収会費
　　　　　　③受取総会費 
　　　　　　　　総会費
　　　　　　④受取寄附金 
　　　　　　　　受取寄附金
　　　　　　⑤雑収益 
　　　　　　　　受取利息
　　　　　　　　誤入金
　　　　　　　　維持会員会費収入
　　　　　　経常収益計 
　　　　(2) 経常費用 
　　　　　　①事業費 
　　　　　　　　定期総会費
　　　　　　　　理事会費
　　　　　　　　活動振興費
　　　　　　　　会報印刷配布費
　　　　　　②管理費 
　　　　　　　　事務局員給与
　　　　　　　　渉外慶弔祝賀費
　　　　　　　　旅費交通費
　　　　　　　　運営諸管理費
　　　　　　　　通信運搬費
　　　　　　　　消耗什器備品費
　　　　　　　　文具消耗品費
　　　　　　　　広告宣伝費
　　　　　　　　光熱水料費
　　　　　　　　賃借料
　　　　　　　　保険料
　　　　　　　　租税公課
　　　　　　　　法律事務所顧問料
　　　　　　　　法人申請準備金
　　　　　　　　会計事務所顧問料
　　　　　　　　諸手数料
　　　　　　　　諸雑費
  
　　　　　　経常費用計 
　　　　　　　当期経常増減額 
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 
　　　　　　　一般正味財産期首残高 
　　　　　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ　正味財産期末残高　　   

Ⅰ　事業活動収支の部
　１, 事業活動収入

Ⅱ　予備費支出

　２, 事業活動支出

入会金収入
入会一時金
正会員会費収入
３カ年経過未収会費
総会費収入
寄附金収入
受取利息
誤入金
維持会員会費収入

事業活動収入計

事業活動収入計
事業活動支出計
事業活動収支差額

当期収支差額
前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

①事業活動収入計
定期総会費
理事会費
活動振興費
会報印刷配布費

事業費支出計
②管理費支出
事務員給与
渉外慶弔祝賀費
旅費交通費
運営諸管理費
通信運搬費
消耗什器備品費
文具消耗品費
広告宣伝費
光熱水料費
賃借料
保険料
租税公課
法律事務所顧問料
法人申請準備金
会計事務所顧問料
諸手数料
雑支出

150,000

7,605,000
△ 104,000
800,000

0
1,000

8,452,000

4,727,786
11,177,786
△ 2,725,786

△ 2,725,786
2,725,786

0

700,000
300,000
4,500,000
950,000
6,450,000

1,500,000
200,000
30,000
300,000
700,000
50,000
100,000
50,000
50,000
975,000
20,000

0
400,000
100,000
164,000
80,000
8,786

105,000
0

6,917,000
△ 287,000
1,297,000
16,000
276
40

120,000
8,168,316

4,919,041
9,283,181

△ 1,114,865 

△ 1,114,865
2,725,786
1,610,921

680,280
518,488
2,486,257
679,115
4,364,140

 
1,500,000
185,750

0
300,000
950,247
13,860
122,209
103,500
46,713
975,000

0
0

378,000
100,000
164,000
79,762

0

△ 45,000
0

△ 688,000
△ 183,000
497,000
16,000
△ 724
40

120,000
△ 283,684

191,255
△ 1,894,605
1,610,921

1,610,921
0

1,610,921

△ 19,720
218,488

△ 2,013,743
△ 270,885
△ 2,085,860

0
△ 14,250
△ 30,000

0
250,247
△ 36,140
22,209
53,500
△ 3,287

0
△ 20,000

0
△ 22,000

0
0

△ 238
△ 8,786

科　　　目 ①22年度予算額 ②22年度決算額 ②－①増減

科　　　目 金　　額

平成 22年度収支計算書 財産目録
収支計算書に対する注記

貸 借 対 照 表

平成22年 1月 1日から平成 22年 12月 31日まで

平成 22年 12月 31日現在

財 産 目 録
平成22年 12月 31日現在

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１. 流動資産
　　　　　現金
　　　　　普通預金
　　　　　振替預金
　　　　　通常預金
　　　　　未収会費
  
  
  
  
　　　流動資産合計 
　　　資産合計 

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債  
　　　　　未払金 
　　　　　前受会費 
　　　　　預り金 
  
　　　　流動負債合計 
　　　　負債合計 
  
Ⅲ　　正味財産の部  
　　　1. 一般正味財産  
　　　　　正味財産合計 
　　　　　負債及び正味財産合計 

49,014
112,456
1,190,213
27,268

2,982,080

4,361,031
4,361,031

2,478,000
111,000
161,110

2,750,110
2,750,110

1,610,921
1,610,921
4,361,031

Ⅰ　資産の部    
　　１. 流動資産   
　　　　　現金預金  
　　　　　　現金手許有高  
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　江戸川橋支店
　　　　　　　　　　　　　　口座番号　　1716382
　　　　　　普通預金　りそな銀行　早稲田支店
　　　　　　　　　　　　　　口座番号　　1441361
　　　　　　振替預金　ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　　　　　♯00110-5-76081
　　　　　　通常預金　ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　　　　　♯10040-50368701
　　　　　　未収会費
　　　　　　うち平成 20年分会費　 196,000
　　　　　　　　平成 21年分会費 1,028,080
　　　　　　　　平成 22年分会費 1,758,000 
    
 資産合計
   
Ⅱ　負債の部
　　１. 流動負債
　　　　　　未払金※
　　　　　　前受会費　平成 23年分会費
　　　　　　預り金　新潟鑑賞会参加費  

　　　　　　負債合計   

Ⅲ　正味財産   

 
 
 

 49,014

112,183

273

1,190,213

27,268

2,982,080

4,361,031

2,478,000
111,000
161,110

2,750,110

1,610,921

※未払金内訳  

鑑賞会補助金残金
事務局給与
法律事務所顧問料Ｈ22年分
公益法人申請費用
運営諸管理費

200,000
1,500,000
378,000
100,000
300,000

2,478,000

監　査　報　告　書

　下記監事 3 名は 社団法人日本庭園協会 において、会長の提出した
平成 22年度における会務の執行を総括した会費収入の「活動振興費」
の内訳並びに「収支計算書」「正味財産増減計算書」「貸借対照表及
び財産目録」等につき監査した。
監査の結果、会務の執行は当該協会の定款に基づき誠実に行なわれ
ており、正確に処理されていることをみとめます。
　　平成 23年　3月　3日

社 団 法 人 日 本 庭 園 協 会
監事　　原　徳三　　
同　　　河村　素山
同　　　鈴木　崇



－ 9 － － 8 －

平
成
二
十
三
年
三
月
十
六
日　
　

東
京
・
明
治
神
宮
文
化
館

日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会
開
く

社
団
法
人

平
成
二
十
四
年
度

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
支
部
総
会 

懇
親
会
（
１

月
）②
静
岡
研
修
（
３
月
）

⑵
技
術
事
業 

①
技
塾
準
備
（
４
月
） 

②
支

部
講
習
会
（
６
月 

７
月 

８
月 

11
月
）　

③
懇
親
会
（
11
月
）

⑶
講
演
会　

本
部
共
催
講
演
会  

講
師…

龍
居 

竹
之
介
会
長
、鈴
木 

直
衛
常
務
理
事

〈
東
北
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
２･

６
） 

②

懇
親
会
（
８･

30
）

⑵
技
術
事
業　

23
年
度
実
技
研
修
会
会
場

視
察
、測
量　

大
和
町　

覚
照
寺
（
２･

13
） 

※

震
災
の
た
め
研
修
会
中
止

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
４･

16
）

⑵
技
術
事
業　

技
術
向
上
事
業　

古
庭
園

再
生
作
業
（
市
民
参
加
）
足
利
庭
園
文
化

研
究
会
共
同
事
業　

本
部
役
員
の
方
々
に

協
力
を
依
頼（
講
演
・
技
術
指
導
）（
７･

３
）

⑶
庭
園
啓
発
事
業　

①
足
利
古
庭
園
講
座

の
開
催　

足
利
庭
園
文
化
研
究
会
へ
の
事

業
協
力
（
11･

10
〜
19
） 

②
足
利
古
庭
園
め

ぐ
り
ツ
ア
ー
の
実
施
（
足
利
市
民
向
け
）

足
利
庭
園
文
化
研
究
会
へ
協
力
（
11･

20
）

⑷
支
援
活
動　

①
宮
城
県
に
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
４･

８
〜
８
月
ま
で
）②
宮

城
県
亘
理
被
災
小
学
校
へ
植
樹
活
動　

東

北
支
部
地
域
会
員
に
協
力
依
頼
（
12･

３
）

〈
茨
城
県
支
部
〉

　

社
団
法
人
日
本
庭
園
協
会
は
、
平
成
24

年
３
月
16
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
東
京
・

代
々
木
の
明
治
神
宮
文
化
館
で
、
午
前
の

評
議
員
会
に
続
き
開
催
し
た
。

【
評
議
員
会
】　

午
前
十
一
時　

楠
の
間

　
　
　
　

司
会
＝
望
月 

敬
生 

常
務
理
事

　

評
議
員
73
名
中
、
出
席
63
名
（
委
任
状

出
席
29
名
）
で
、定
款
第
二
十
一
条
に
よ
り
、

成
立
。
龍
居
竹
之
介
会
長
が
挨
拶
に
続
き

議
長
と
し
て
議
事
進
行
。
第
一
号
議
案「
平

成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
の
件
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年

度
事
業
計
画（
案
）お
よ
び
収
支
予
算（
案
）

の
件
」、
第
三
号
議
案
「
役
員
改
正
の
件
」、

第
四
号
議
案
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任
の

件
」
は
総
会
に
お
い
て
一
括
審
議
を
諮
る

と
い
う
事
で
可
決
。
そ
の
他
と
し
て
、「
新

法
人
移
行
の
流
れ
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

【
総
会
】　

午
後
一
時　

椎
の
間　
　

　
　
　
　

司
会
＝
望
月 

敬
生 

常
務
理
事

　

出
席
者
、
委
任
状
出
席
者
併
せ
て 

２
９

５
名
（
会
員
総
数
５
７
７
名
）
で
、
定
款

第
二
十
一
条
に
よ
り
成
立
。
金
子
副
会
長

の
開
会
の
辞
、
龍
居
会
長
の
挨
拶
の
後
、

会
長
が
議
長
席
に
着
き
議
事
録
作
成
者
に

望
月 

敬
生
常
務
理
事
、
議
事
録
署
名
者
に

柴
田 

正
文
常
務
理
事
、
庄
司 

ヨ
シ
常
務

理
事
を
、
指
名
、
議
事
に
は
い
る
。

○
第
一
号
議
案

　
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
の
件
」

　
　
　

事
業
報
告
＝
大
平 

暁 

副
会
長

　
　
　

決
算
報
告
＝
石
川 

昇
造 

常
務
理
事

　
　
　

監
査
報
告
＝
原 

徳
三 

監
事

１　

現
況
（
平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
）

①
事
務
所…
〒
１
６
９―

０
０
５
１

　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一―

六―

三

　

福
田
ビ
ル
３
０
１
号

　

電
話…

０
３（
３
２
０
４
）０
５
９
５

　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

　

U
RL…

http://nitteikyou.org/

　

E-m
ail…
gsj20@

m
7.dion.ne.jp

②
会
員
数…

正
会
員
5
4
4
名
（
３
名
減
）

　

特
別
会
員
／
名
誉
会
員
９
名
（
２
名
減
）

　

維
持
会
員
６
社
（
±
０
）
賛
助
会
員
20

　

名
（
±
０
）
総
会
員
数
５
７
９
名

　

※

カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
前
年
比

③
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会

（
カ
ッ
コ
内
は
委
員
長
）

総
務
委
員
会
（
望
月 

敬
生
）
財
務
委
員
会

（
石
川 

昇
造
）　

広
報
委
員
会（
柴
田 

正
文
）

技
術
委
員
会
（
廣
瀬 

慶
寛
）
鑑
賞
研
究
委

員
会
（
庄
司 

ヨ
シ
）
特
別
委
員
会
／
文
化

財
指
定
庭
園
調
査
委
員
会
（
龍
居 

竹
之
介
）

日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
委
員
会
（
龍
居 

竹

之
介
）
国
際
活
動
委
員
会
（
三
橋 

一
夫
）

④
鑑
賞
会
お
よ
び
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は
会

長
＝
鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
、
支
部
長
＝
支
部
）

鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
（
庄
司 

ヨ
シ
）

北
海
道
南
支
部
（
外
山 

正
幸
） 

東
北
支
部

（
粟
田 

幹
夫
） 

茨
城
県
支
部
（
飛
田 

幸
男
） 

栃
木
県
支
部
（
外
丸 

実
） 

埼
玉
県
支
部
（
厚

澤 

秋
成
） 

千
葉
県
支
部
（
加
藤 

新
一
郎
） 

東
京
都
支
部
（
上
野 

周
三
） 

神
奈
川
県
支

部
（
廣
瀬 

慶
寛
） 

新
潟
県
支
部
（
神
田 

松

太
郎
） 

石
川
支
部
（
武
部 

外
喜
寛
） 

静
岡

県
支
部
（
石
井 

敬
明
） 

愛
知
県
支
部
（
高

見 

紀
雄
） 

近
畿
支
部
（
山
田 

昌
次
） 

岡
山

県
支
部
（
三
宅 

秀
俊
） 

広
島
県
支
部
（
佐

藤 

滋
雄
） 

鳥
取
県
支
部
（
石
亀 

靖
） 

山
口

県
支
部
（
殿
井 

正
敏
） 

香
川
県
支
部
（
水

本 

隆
信
）

２　

事
業
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
会
議
の
開
催　

①
定
期
総
会　

東
京
明

治
神
宮
文
化
館
（
３･

16
） ②
常
務
理
事
会

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭 

他
（
１･

31
、
他

７
回
） 

③
支
部
長
会　

小
石
川
後
楽
園
涵

徳
亭
（
９･

４
）（
12･
10
）

⑵
技
術
事
業　

①
若
手
向
け
庭
園
技
術
連

続
基
礎
講
座
の
開
催
（
２･

27
／
４･

24
／

５･

29
／
６･

26
／
８･

７
） 

②
石
川
支
部
赤

松
手
入
れ
講
習
会
共
催
（
９
・
25
〜
27
）　

③
北
海
道
南
支
部
講
演
会
と
見
学
会
共
催

（
10･

８
、
９
）

⑶
広
報
事
業　

①「
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
」

の
発
行
第
65
号
（
１･

１
）
第
66
号
（
３･

11
）
第
64
号
（
12･

22
） ②
G
S
J
ミ
ニ

ニ
ュ
ー
ス 

No.
1
（
９
・
８
） 

No.
2
（
９
・
14
） 

No.
3（
10・19
） No.
4（
11･

23
） No.
5（
12･

19
）

⑷
そ
の
他 

①
常
務
理
事
会
決
定
に
基
づ
き

東
北
支
部
へ
東
日
本
大
震
災
の
見
舞
金
を

届
け
る
（
８
・
30
） ②
各
支
部
活
動
協
力

等 

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備

【
鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
】

⑴
会
議
の
開
催　

①
総
会 

日
本
女
子
大
学

桜
楓
２
号
館
（
３･

26
）※

大
震
災
の
影
響

に
よ
り
中
止　

②
23
年
度
第
３
回
鑑
賞
会

委
員
会
及
び
総
会
（
４･

４
）

⑵
研
究
会　
「
技
術
と
創
作
」
陶
芸
家 

寺

田
康
雄
氏
（
３･

26
）※

大
震
災
の
影
響
に

よ
り
中
止

⑶
庭
園
見
学
会　

①
春
季
見
学
会 「
上
花

輪
歴
史
館
の
集
い
」（
５･

18
）　

②
秋
季
見

学
会 

神
代
植
物
公
園
、
滄
浪
泉
園
、
殿
ヶ

谷
戸
庭
園
（
10･

16
）

⑴
会
議
の
開
催 

①
支
部
役
員
会
（
２･

15
）

②
支
部
総
会
（
６･

25
） 

③
支
部
長
会 （
９

･

４
／
12
・
10
）

⑵
技
術
事
業 

①
版
築
講
習
会　

水
戸
市
成

樹
園
（
６･

25
、
26
） 

②
技
能
五
輪
出
場
者

練
習
指
導
（
５･

10
〜
11･

20
ま
で
の
土
日
）

⑶
そ
の
他 

①
千
葉
県
支
部
廣
瀬
氏
庭
園
協

会
賞
祝
賀
会
出
席（
６･

４
） 

②
技
能
五
輪

全
国
大
会
視
察　

静
岡
市
（
12･

17
〜
18
）

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
役
員
会
（
１･

12
〜
11･

４ 

６
回
） 

②
総
会
・
新
年
会
（
１
・
16
）

⑵
技
術
事
業 

①
泥
深
庵
周
辺
管
理 

県
立

い
ず
み
高
等
学
校（
２･

６
） ②
「
球
体
の
石

積
み
空
間
」
県
立
泉
高
等
学
校（
４･

17
〜

10･

23 

５
回
） ③
い
ず
み
高
等
学
校「
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
学
ぶ
」
県
立
い
ず
み
高
等

学
校
（
11･

22
） ④
作
品
発
表
会
浦
和
は
な

の
舞
（
12･

４
）

⑶
そ
の
他 

①
東
京
都
支
部
主
催
講
演
会
参

加
（
７･

３
） 

②
大
北 

望
氏
講
演
会
参
加 

日
建
工
科
専
門
学
校
池
袋
校
（
８･

27
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
役
員
会
（
４･

29
〜
８･

17 

３
回
） 

②
支
部
総
会
及
び
廣
瀬
氏
祝
賀

会
打
合
せ
（
５･

29
） 

③
支
部
総
会
及
び
廣

瀬
氏
庭
園
協
会
賞
受
賞
祝
賀
会 （
６･

４
） 

④
新
会
員
歓
迎
会
（
７･

16
）　

⑤
忘
年
会

講
話
（
12･

４
〜
５
）

⑵
技
術
事
業 

①
支
部
技
塾
設
計
打
合
（
４

･

17
） 

②
支
部
技
塾
現
場
整
地
及
び
や
り
方

（
５･

５
） 

③
支
部
技
塾　

客
土
搬
入
、
整

地
（
６･

12
） 

④
支
部
技
塾　

地
割　

水
琴

窟
展
示
会　

成
田
山
新
勝
寺
（
６･

26
） 

⑤

支
部
技
塾　

庭
石
搬
入
（
７･

18
） 

⑥
支
部

技
塾 

無
量
寺
の
マ
キ
剪
定
（
８･

26
〜
29
） 

⑦
支
部
技
塾　

石
組
み　

大
型
ク
レ
ー
ン

使
用
（
９･

11
） 

⑧
支
部
技
塾　

土
留
め
野

面
石
積
み
、
崩
れ
積
み
（
９･

25
／
10･

９
） 

⑨
支
部
技
塾　

流
れ
石
組
み
（
10･

23
） 

⑩

支
部
技
塾　

池
周
辺
石
組
み
（
11･

13
、27
） 

⑪
層
塔
修
復
（
東
日
本
大
震
災
時
）
成
田

西
陵
高
校
（
11･

19
） 

⑫
支
部
技
塾　

飛
び

石
、
延
段
、
州
浜
五
郎
太
張
り
（
12･

11
）

⑶
そ
の
他 

①
東
日
本
大
震
災　

復
興
支
援

活
動
合
同
実
施　

日
本
庭
園
協
会
、
佐
原

造
園
組
合
、
東
風
庭
園
研
究
会
（
４･

９
） 

②
千
葉
県
銘
木
１
０
０
選
現
地
調
査　

掘

り
起
こ
し
（
８･

30
）

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４･

２
） 

②
千
葉
県
支
部
総
会
出
席
（
６･

４
） 

③
支

部
長
会（
９･

４
／
12･

10
） ④
納
会（
11･

26
）

⑵
講
演
会　
「
写
真
家
と
編
集
者
か
ら
見

た
庭
の
世
界
」開
催　

清
澄
庭
園（
７･

３
）

⑶
見
学
会　

玉
堂
美
術
館
見
学
（
河
村
素

山
氏
解
説
）
旧
宅
偶
庵
見
学
（
日
展
参
事

宇
佐
美
江
中
氏
解
説
）
漆
芸
作
家
並
木 

恒
延
氏
講
演 （
10･

13
）

⑷
そ
の
他　

①
支
部
だ
よ
り
発
行
（
７･

24
） 

②
安
藤 

邦
廣
教
授
講
演
会
出
席
（
９

･

９
） 

③
安
藤 

邦
廣
教
授
に
講
演
依
頼 

筑

波
大
学
（
10･

28
）

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
三
役
会
議
（
１･

７

〜
11･

４ 

３
回
） 
②
役
員
会
（
１･

27
〜
12

月 

４
回
） 

③
支
部
総
会 （
１･

27
） 

⑵
技
術
事
業　

①
第
１
回
庭
園
研
修
会　

「
小
島
佐
一
の
作
風
１
」
講
師
：
本
川
勇

氏
（
２･

15
） 

②
第
２
回
庭
園
研
修
会　

震

災
の
為
中
止
（
３･

15
） 

③
第
３
回
庭
園
研

修
会
「
横
浜
市
立
馬
場
花
木
園
見
学
」
講

師…

風
間 

伸
造
氏
（
４･

20
） 

④
第
４
回

庭
園
研
修
会
「
吉
村 

巌
の
作
庭
」
講
師…

與
五
澤 

廉
司
氏
「
小
島
佐
一
の
作
風
２
」

講
師…

本
川 

勇
氏
（
５･

17
） 

⑤
第
５
回

庭
園
研
修
「
飯
田 

十
基
」
講
師…

廣
瀬 

慶
寛
支
部
長
「
現
場
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」

講
師
：
安
齊 

正
之
氏
（
６･

21
）⑥
庭
盛
会

（
青
年
部
）
定
例
会 

講
習
会 

見
学
会
等
実

施
（
１
〜
12
月
の
各
月
）

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
新
年
会（
１･

14
）　
②
役

員
会
（
２･

12
〜
11･

27 

８
回
）　③
支
部
総
会

（
２･

12
） ④
石
川
支
部
と
の
合
同
懇
親
会

（
６
・
26
） ⑤
納
涼
会 （
９･

16
） ⑥
県
内
研

修
（
上
越
地
区
）　

⑦
忘
年
会（
11･

26
、27
）

⑵
技
術
事
業　

①
県
外
研
修
（
熱
海
市 

M
O
A
美
術
館　

箱
根
美
術
館　

他
（
２

･

22
〜
24
） 

②
貞
観
園 

伝
統
庭
園
技
塾 

現

地
視
察
打
合
せ　

貞
観
園
（
５･

20
） 

③
実

測
調
査　

北
方
文
化
博
物
館
（
伊
藤
家
）

（
５･

28
、
29
） 

④
伝
統
庭
園
技
塾　

貞
観



－ 11 － － 10 －

園
（
６･

24
、
25
） 

⑤
貞
観
園 

整
備
検
討

委
員
会
（
７･

５
） 

⑥
貞
観
園 

緊
急
修
繕

工
事 （
７･
12
） 

⑦
貞
観
園 

水
漏
れ
工
事

（
参
加
者
９
名
）（
10･

11
、
12
）

⑶
田
中
泰
阿
弥
研
究
会 

①
第
７
回
『
手
紙

を
読
む
会
』（
１･
８
／
２･

12
） 

②
第
８
回

『
手
紙
を
読
む
会
』（
３･
19
以
降
８
月
ま

で
６
回
開
催
） 

③
第
９
回
『
手
紙
を
読
む

会
』（
３･

19
以
降
12
月
ま
で
３
回
開
催
）

〈
石
川
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１･
10
）

②
役
員
会
（
２･

17
） 

③
支
部
長
会
（
９･

４ 

12･

10
）

⑵
技
術
事
業　

赤
松
手
入
れ
講
習
会 

い
こ

い
の
村
能
登
半
島
（
９･

25
〜
27
）

⑶
見
学
会　

新
潟
研
修
旅
行　

新
潟
市
、

新
発
田
市
、
柏
崎
市
（
６･

26
、
27
）

 

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会 （
２･

26
）

②
役
員
会
（
７･

29
） 

③
支
部
長
会
（
９･

４

／
12･

10
）

⑵
技
術
事
業　

①
庭
園
研
修　

イ
ン
カ
彫

刻
石
垣　

講
師…

玉
木 

崇
晴
氏
研
修
会　

小
杉
造
園
（
１･

23
／
２･

13
） 

②
庭
園
研

修 

自
作
の
石
彫
作
品
に
望
む　

講
師…

玉

木
崇 

晴
氏　

小
杉
造
園（
４･

10
／
６･

12
）

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
支
部
総
会
（
２･

19
） 

②
幹
事
会
（
10･

１
） 

⑵
技
術
事
業 

①
滋
賀
穴
太
衆
と
の
交
流
会

（
７･

８
） 

②
重
森
三
玲
作
庭
見
学 

石
積
講

習
会
（
株
）
お
し
ゃ
楽
共
同
開
催　

半
田

市
料
亭
望
洲
楼
（
７･

８
）

⑶
見
学
会　

滋
賀
県
坂
本
「
穴
太
積
の
里

を
訪
ね
そ
し
て
、
語
ろ
う
」
講
演
・
解
説

（
株
）
粟
田
建
設　

十
四
代
石
匠
粟
田
純

司
氏
（
12･

７
）

⑷
そ
の
他 

①
陶
芸
教
室
参
加
（
支
部
員
親

睦
会
）
豊
田
市
小
原
鵬
窯 

②
茶
会
「
茶
会

に
参
加
し
て
茶
に
親
し
み
そ
し
て
、
楽
し

む
。」
日
進
市
黒
笹
会
（
11･

５
〜
６
）

〈
近
畿
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
支
部
総
会
（
４･

20
）②

役
員
会
（
６･

15
）

⑵
見
学
会　

京
都
東
急
ホ
テ
ル
（
７･

19
）

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２･

14
）

②
役
員
会
（
３･
22
〜
８･

８ 

３
回
）

⑵
見
学
会 

金
沢・滋
賀
県
方
面 （
６･

10
、11
）

⑶
そ
の
他 　

大
北
望
講
演
会 

あ
ず
き

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

姫
路
市
（
９･
８
）

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２･
６
）

②
役
員
会
（
12･

１
） 

⑵
技
術
事
業　

①
炭
焼
講
習 （
原
木
の
収
集

と
伐
採　
原
木
か
ら
炭
に
な
る
収
縮
率
の
実

験 

２･

18
／
炭
焼
準
備 

サ
ク
ラ
、
ク
ヌ
ギ 

３

･

５
／
カ
マ
入
れ
、
火
入
れ 

４･

17
／
炭
焼
準

備
マ
ツ
、サ
ク
ラ
、カ
シ
、カ
イ
ヅ
カ
、シ
ン
ジ
ュ

な
ど　
様
々
な
原
木
で
ど
の
よ
う
な
炭
に

な
る
か
実
験 

５･

15
／ 

炭
出
し 

６･

５
）

〈
鳥
取
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
４･

24
）

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴
技
術
事
業 

①
技
能
講
習　

鈴
木
常
務
理

事 

山
口
（
６
月
） 

②
技
能
講
習 

台
風
の

た
め
欠
席 

山
口
と
下
関
と
で
交
互
に
開
催

（
９ 

月
） 

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
役
員
会
（
４･

25
〜
10･

27 

３
回
） 

②
支
部
総
会
（
５･

21
）

⑵
技
術
事
業　

善
通
寺
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ

ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1
参
加
（
５･

21
、
22
）

⑶
講
演
会　

水
本 

隆
信
氏 

琴
平
町
つ
る

や
旅
館
（
５･

21
）

⑷
そ
の
他 

①
石
川
支
部
赤
松
手
入
れ
講
習

会　

参
加
（
９･

25
〜
27
） 

②
愛
知
県
支
部

穴
太
石
積
見
学
会
参
加
（
12･

７
）

　

以
上
の
報
告
に
続
い
て
決
算
報
告
と
監

査
報
告
が
行
わ
れ
た
結
果
、
満
場
異
議
な

く
了
承
、
第
一
号
議
案
は
可
決
し
た
。

○
第
二
号
議
案

　
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案

　

お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
の
件
」

　
　
　

計
画
説
明
＝
大
平
暁
副
会
長

　
　
　

予
算
説
明
＝
石
川
昇
造
常
務
理
事

事
業
計
画
の
概
要

　

本
協
会
は
大
正
７
年
の
創
立
以
来
、
庭

園
の
社
会
的
地
位
確
立
と
い
う
目
的
に
向

か
い
、
今
日
ま
で
前
進
を
続
け
て
き
た
。

具
体
的
に
は
庭
園
、
公
園
、
園
芸
お
よ
び

風
致
の
研
究
、
普
及
、
発
達
向
上
を
目
的

と
し
、
さ
ら
に
は
庭
園
趣
味
の
定
着
を
は

か
る
こ
と
を
目
指
し
た
事
業
の
展
開
と
い

う
形
で
そ
れ
は
進
め
ら
れ
て
き
た
。
平
成

24
年
度
の
活
動
に
際
し
て
も
こ
の
形
を
崩

す
こ
と
な
く
本
来
の
目
的
達
成
に
向
け
て

努
力
を
積
み
重
ね
て
行
き
た
い
。

　

ま
ず
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
史

上
そ
の
例
を
見
な
い
と
い
う
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
本
協
会
会
員
、
特
に
東
北
支
部
の

会
員
諸
氏
が
、
大
変
な
苦
闘
に
直
面
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
そ
の
復
興

に
心
血
を
注
が
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
す
に

は
深
い
感
動
を
お
ぼ
え
さ
せ
ら
れ
た
。
こ

の
パ
ワ
ー
を
摸
範
と
し
て
本
協
会
自
体
も

積
極
的
に
事
業
の
展
開
を
め
ざ
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

事
業
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
必
要
な
こ
と
は

魅
力
あ
る
企
画
の
立
案
、
そ
の
実
践
の
た
め

の
経
費
の
確
保
の
二
本
柱
で
あ
る
。
こ
の
二

本
柱
の
確
保
は
、
本
協
会
の
趣
旨
に
賛
同
し

活
動
を
支
援
し
て
下
さ
る
会
員
の
増
加
に

よ
っ
て
、初
め
て
大
き
な
進
展
を
見
る
。ま

ず
は
こ
う
し
た
事
情
の
認
識
の
上
に
立
っ
て

協
会
の
運
営
は
行
っ
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
年
度
は
新
し
い
法
人
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
新
法
人
に

対
す
る
行
政
府
の
指
導
は
従
前
以
上
に
積

極
性
を
増
す
と
思
わ
れ
る
た
め
、
事
業
の

計
画
、
実
施
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
入
念

さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

事
業
計
画
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
と
同
様
に
本
部
と
鑑
賞
会
（
鑑
賞
研

究
会
）
を
含
む
各
支
部
と
の
連
携
に
留
意

し
て
進
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
い
。
そ

の
意
味
で
昨
年
度
の
本
部
と
北
海
道
南
支

部
に
よ
る
講
習
会
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
だ
ろ
う
。
技
術
面
で
は
、
５
回
１
ク
ー

ル
の
「
基
礎
講
座
」、
本
部
講
師
派
遣
を

ふ
く
む
支
部
共
催
の
「
講
習
会
」、
あ
る

い
は
支
部
主
催
の
「
見
学
会
」「
講
演
会
」

「
写
真
展
」
な
ど
の
開
催
を
目
指
し
た
い
。

鑑
賞
会
は
恒
例
の
「
各
地
庭
園
見
学
会
」

を
は
じ
め
「
講
演
会
」「
研
究
会
」
を
可

能
で
あ
れ
ば
随
時
開
く
な
ど
し
て
新
会
員

の
募
集
の
一
つ
の
核
と
し
た
い
。

　

な
お
本
年
度
は
、
秋
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
2
0
1
2
年
「
国
際
日
本
庭
園
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、前
回
、サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
大
会
へ
参
加
し
た
会
員
に
出
席
を
要

請
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
本
年
度
は
こ

れ
を
「
伝
統
庭
園
技
塾
」
に
あ
て
、
国
内

で
の
技
塾
は
休
会
と
す
る
。
以
上
の
ご
と

き
事
業
を
周
知
、
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
重

要
な
広
報
部
門
は
、
各
部
の
協
力
を
得
組

織
を
拡
充
し
、
G
S
J
ミ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ス

の
発
行
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
を
進
め
て
行
く
た
め
に

も
、
会
員
の
増
加
、
会
費
の
完
全
納
入
、

こ
れ
を
推
進
す
る
事
務
局
の
体
制
確
立
を

積
極
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る

の
も
言
を
ま
た
な
い
。

　

以
上
を
指
針
と
し
て
平
成
24
年
度
の
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
に
そ
の

計
画
案
お
よ
び
予
算
案
を
提
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
龍
居 

竹
之
介
＝
会
長
）

【
本
部
事
業
】

⑴
本
部
事
業
の
推
進 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
、充
実
を
図
る 

②
会
員
の
確
保
、
事
務

局
の
充
実
、支
部
体
制
の
拡
充
を
図
る 

③
支

部
表
彰
、
感
謝
状
贈
呈
及
び
各
種
の
表
彰

⑵
総
会
等
の
開
催　

定
期
総
会 

東
京
明
治

神
宮 

文
化
館
（
３ ･

16
）

⑶
総
務
事
業　

総
会
と
役
員
会
の
開
催

（
常
務
理
事
会
（
年
10
回
）　

理
事
会
（
年

２
回
）
支
部
長
会
（
年
１
回
）

⑷
技
術
事
業　

①
若
手
向
け
庭
園
技
術
連

続
基
礎
講
座
の
開
催
（
３･

25
／
４･

22
／

５･

27
／
６･

24
／
７･

29
） 

②
河
原
相
談
役

の
基
本
的
な
庭
園
の
巡
回
講
演
、
そ
の
他

⑸
広
報
事
業　

①
庭
園
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行 

第
67
号
（
１
月
１
日
発
行
）
を
は
じ
め
年

間
４
回
発
行 

②
G
S
J
ミ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ス

の
発
行　

葉
書
に
て
毎
月
発
行　

③
協
会

機
関
紙
「
庭
園
」
の
刊
行
、
そ
の
他

⑹
国
際
活
動
事
業 

平
成
24
年
度
開
催
「
国

際
日
本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
へ
の
対
応 

９
月
初
旬
頃
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て
開
催

【
鑑
賞
会
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
】

⑴
会
議
の
開
催 

①
総
会 

日
本
女
子
大
学

桜
楓
２
号
館
（
３･

24
）

⑵
研
究
会　
「
人
と
世
間
と
庭
の
顔
〜
日
本

の
庭
の
あ
り
よ
う
を
見
る
」（
社
）
日
本
庭

園
協
会
会
長　

龍
居 

竹
之
介 

氏
（
３･

24
）

⑶
庭
園
見
学
会　

①
春
季
見
学
会 

和
歌
山

県
国
指
定
名
勝
庭
園
見
学 

根
来
寺
、
粉
河

寺
、
和
歌
山
城
紅
葉
渓
庭
園
、
養
翠
園
、

琴
ノ
浦
温
山
荘
庭
園
（
５･

16
〜
17
） 

②
秋

季
見
学
会　

強
羅
、Ｍ
Ｏ
Ａ
神
仙
郷
、
箱

根
美
術
館
、
強
羅
公
園
（
11
月
中
旬
）

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
懇
親
会

（
１
月
下
旬
）

⑵
技
術
事
業　

本
年
度
講
習
及
び
研
修
会

の
実
施
事
項
決
定
（
３
月
末
）

〈
東
北
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２･

26
） 

②
懇
親
会
（
12
月
）

⑵
見
学
会　

庭
園
見
学
会
（
６
月
）

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
２･

15
〜

12
・
15 

５
回
） ②
評
議
員
会
（
３･

16
） ③

支
部
総
会
（
４･

14
） 

④
支
部
長
会

⑵
技
術
事
業　

①
向
上
庵
池
周
り
剪
定
下

見
（
３
・
９
） 

②
向
上
庵
池
周
り
強
剪
定

（
３
・
22
〜
25
） 

③
向
上
庵
茶
会
（
４･

８
）

④
向
上
庵
の
池
及
び
石
組
清
掃
・
測
量
（
土

浦
市
小
野
）（
８･

25
〜
26
）

⑶
見
学
会　

岡
山
県
・
鳥
取
県
方
（
10･

14
〜
16
）

⑷
そ
の
他 
遠
州
寺
子
屋
キ
ャ
ラ
バ
ン
「
遠

州
の
庭
」龍
居
会
長
講
演
会
出
席（
２･

26
）

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
４
月
）

⑵
技
術
事
業　

①「
栃
木
県
の
石
材
見
学

会
」
各
支
部
へ
募
集
（
６
〜
７
月
） 
②
足

利
市
の
古
庭
園
見
学
会
と
講
演
会　

各
支

部
へ
参
加
募
集
（
11･

10
〜
）

⑶
見
学
会　

本
部
協
力
を
依
頼
予
定
（
11

月
予
定
）

⑷
庭
園
啓
発
事
業 　
古
庭
園
か
ら
の〝
ま

ち
活
性
化
〞
事
業
を
行
う
計
画　

足
利
庭

園
文
化
研
究
会
に
協
力
（
11･

23
〜
）

⑸
支
援
活
動　

宮
城
県
亘
理
町
被
災
小
学

校
へ
植
樹
支
援　

東
北
支
部
会
員
に
協
力

依
頼
予
定　

足
利
庭
園
文
化
研
究
会
と
協

力
事
業
（
４
月
上
旬
）

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
総
会
・
新
年
会
（
１ 

・

22
） 

②
作
品
発
表
会

⑵
技
術
事
業　

研
修
会 

県
立
い
ず
み
高
等

学
校
（
２･

５
／
４･

15
／
５･

20
／
６･

２
、

３
／
７･

１
／
10･

27
、
28
）

⑶
見
学
会　

研
修
旅
行
（
９･

24
、
25
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
５･

27
） 

②
会
計
監
査
（
５
・
23
） 

③
役
員
会
（
６･

２
〜
７･

14 

２
回
） 

④
忘
年
会
（
12
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ



－ 13 － － 12 －

ク
ラ
て
ん
ぐ
す
病
除
去　

成
田
西
陵
高
校

（
３･
17
） 

②
支
部
技
塾　

流
れ
周
囲
石
積

み
（
４･
21
、
22
／
５･

19
、
20
） 

飛
び
石
、

延
べ
段
（
６･
23
、
24
）※

今
年
度
よ
り
技

塾
を
月
末
の
土
日
の
２
日
間
と
す
る 

③
剪

定
作
業 

兵
庫
県
無
量
寺
（
８･

26
〜
29
）

⑶
講
習
会　

マ
キ
の
木
作
り
整
枝
実
技
研

修
会
（
４･

７
、
８
）

⑷
見
学
会　

金
沢
方
面
（
10
月
）

⑸
そ
の
他　

①
千
葉
県
銘
木
１
０
０
選
現

地
調
査
（
掘
り
起
こ
し
）　

②
国
際
日
本

庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
（
９
月
）

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
講
演
会
打
合
せ
（
１

･

14
） 

②
講
演
会
の
決
算
報
告
と
反
省
会

（
１･

29
） 

③
理
事
会 （
２･

14
） 

④
鑑
賞
部

会
総
会
出
席 （
３･

24
） 

⑤
支
部
総
会　

⑵
技
術
事
業 

①
玉
堂
旧
宅「
偶
庵
」剪
定
講

習
会 

講
師…

平
井 

孝
幸
氏
、中
村 

寛
氏（
４

･

１
） ②「
偶
庵
」実
測
の
為
の
縄
張
り
作
業

（
４･

15
） ③
新
潟
県
支
部
の
協
力
を
得
て

「
偶
庵
」実
測
図
作
成
研
修
会（
４･

21
、
22
）

⑶
講
演
会　
「
里
山
に
学
ぶ
茅
葺
き
の
話
」

筑
波
大
学
芸
術
系
教
授　

安
藤 

邦
廣
氏　

日
本
女
子
大
学
桜
楓
館
二
号
館
（
１･

22
）

⑷
そ
の
他　
「
偶
庵
」
実
測
講
習
の
協
力

依
頼
に
新
潟
県
支
部
を
訪
問
（
２･

５
）

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

①
役
員
会
（
１･

26
〜
11･

15 

３
回
） 

②
支
部
総
会･

懇
親
会
（
１･

26
）

⑵
技
術
事
業 

①
第
１
回
庭
園
研
修
会   

垣

根
講
習
会　

第
１
部（
１･

15
） 

第
２
部（
１

･

22
） 

第
３
部
（
２･

４
〜
６
）　

②
第
２
回

庭
園
研
修
会　

横
浜
西
公
会
堂
（
４･

15
） 

③
第
３
回
庭
園
研
修
会　

横
浜
西
公
会
堂

（
６･

19
） 

④
第
４
回
庭
園
研
修
会（
８
・
17
） 

⑤
第
５
回
庭
園
研
修
会
（
10･

21
） 

⑥
庭
盛

会
（
青
年
部
）
定
例
会
、
講
習
会
、
見
学

会
等
実
施
（
１
月
か
ら
各
月
）

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴
技
術
事
業 

①
支
部
主
催
「
第
19
回
伝
統

庭
園
技
塾
」
貞
観
園
（
未
定
） 

②
実
測
調

査
予
定
（
未
定
）

⑵
見
学
会 

①
県
外
研
修
会
（
未
定
）　

②

県
内
研
修
会
（
未
定
）

⑶
田
中
泰
阿
弥
研
究
会 

①
第
10
回
手
紙
を

読
む
会 （
３･
10
／
４･

10
／
５･

12
／
６･

９
／
７･

14
／
８･
11
）
毎
月
第
二
土
曜
日

⑷
そ
の
他　

企
画
展 （
未
定
）

〈
石
川
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

役
員
会
（
随
時
）

⑵
技
術
事
業　

講
習
会　

露
地
・
茶
室
・

喫
茶
の
心
得　

岩
谷
支
部
顧
問　

石
川
県

小
松
市　

玄
庵
（
９
月
下
旬
）

⑶
見
学
会 

伊
豆・箱
根
方
面
（
５･

20
〜
22
）

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会 （
３･

４
）

⑵
技
術
事
業　

①
視
察
研
修
会
員
の
提
案  

希
望
に
よ
り
随
時
開
催 

②
技
術
研
修
員

の
提
案　

希
望
に
よ
り
随
時
開
催

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会 

企
画
会
議

（
２
月
中
旬
）

〈
近
畿
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４･

25
）

②
役
員
会
そ
の
他
随
時 （
日
程
未
定
）

⑵
見
学
会　

京
都
ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル（
旧

皇
族
家
屋
庭
園
）（
７･

20
）

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
２･

27
） ②

支
部
総
会
（
３ ･

14
）

⑵
そ
の
他　

24
年
度
予
定
、
未
定

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
１･

29
）

⑵
技
術
事
業　

①
石
割
講
習（
１･

７
、８
）

②
技
術
講
習 

旧
閑
谷
学
校
（
岡
山
県
備
前

市
）石
塀
の
模
写・製
作（
１・
７
〜
29
間
４

回
実
施
） 

引
き
続
き
完
成
ま
で
製
作
予
定

⑶
見
学
会　

直
島
・
犬
島
方
面
の
ア
ー
ト

見
学
（
６
〜
７
月
頃
）

⑷
そ
の
他　

①
現
状
に
お
け
る
薬
剤
散
布

の
調
査
、
研
究 

②
壁
面
緑
化
（
た
て
庭
）

の
調
査
、
研
究　

※

以
上
、
条
件
・
準
備

が
整
え
ば
実
施
予
定

〈
島
根
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会（
日
程
未
定
）

⑵
そ
の
他　

他
支
部
と
の
交
流
情
報
交
換

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 

幹
事
会（
年
に
３
〜
４
回
）

⑵
見
学
会　

城
ノ
先
温
泉
の
庭
か
ら
京
都

見
学
予
定

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
５･

19
）

○
第
三
号
議
案
「
役
員
改
正
の
件
」

　
　
　

趣
旨
説
明
＝
龍
居 

竹
之
介 

会
長

　

総
会
に
先
立って
開
か
れ
た
評
議
員
会
に
て

承
認
さ
れ
た
平
成
23
年
〜
24
年
度
役
員（
案
）

が
、総
会
に
お
い
て
も
議
決
さ
れ
た
。ま
た
、

龍
居 

竹
之
介
会
長
の
退
任
と
、
金
子 

直
作

新
会
長
の
就
任
は
平
成
24
年
度
中
の
新
法

人
移
行
を
見
据
え
て
新
し
い
組
織
と
し
て

の
役
員
改
正（
案
）で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

○
第
四
号
議
案

　
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任
の
件
」　　
　

　
　
　

趣
旨
説
明
＝
龍
居 

竹
之
介 

会
長

　

総
会
議
決
事
項
の
常
務
理
事
会
へ
の
委

任
が
可
決
さ
れ
た
。

○
そ
の
他

　

本
年
度
の
日
本
庭
園
協
会
賞
は
、
該
当

者
が
な
く
見
送
ら
れ
た
が
支
部
表
彰
は
東

北
支
部 

粟
田 

幹
夫
支
部
長
、
栃
木
県
支

部 

外
丸 

実
支
部
長
、
東
京
都
支
部 

上
野 

周
三
支
部
長
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま

た
、
龍
居 

竹
之
介
会
長
は
、
名
誉
会
長

に
就
任
し
毛
利 

元
敬
名
誉
会
長
、
西
村 

章
子
副
会
長
、
石
川 

昇
造
常
務
理
事
、

山
田 

昌
次
常
務
理
事
、
庄
司 

ヨ
シ
常
務

理
事
は
、
退
任
後
名
誉
会
員
に
就
任
。
各

氏
の
功
労
に
対
し
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈

呈
さ
れ
た
。
総
会
は
、
西
村 

章
子
副
会
長

の
閉
会
の
辞
で
無
事
終
了
し
た
。
引
き
続

き
会
場
を
移
し
て
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

１． 資金の範囲
　　資金の範囲には、現金及び預金、未収会費、立替金及び未払金、前受会費、仮受金を  
　　含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記２. に記載するとおりである。   

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳   

現金及び預金
未収会費
立替金
　　　合　　計
未払金
前受会費
預り金
仮受金
　　　合　　計
次期繰越収支差額

科　　目

科　　目

科　　目

金　　額

金　　額

科　　目 金　　額

前期末残高 当期末残高

1,378,951
2,982,080

0
4,361,031
2,478,000
111,000
161,110

0
2,750,110
1,610,921

1,582,998
4,745,890
75,000

6,403,888
2,253,000

0
0

6,160
2,259,160
4,144,728

正味財産増減計算書
平成23年 1月 1日から平成 22年 12月 31日まで

 
 
 
 

118,000
10,000

 
7,308,920
△ 215,000

 
1,218,000

 
 
 

37
3,451

8,443,408
 
 

688,510
307,939
1,220,942
554,691

 
220,494
203,750
130,080
300,000
646,872
5,580
76,877
31,500
44,031
900,000

0
0

378,000
0

164,000
36,335

0

5,909,601
2,533,807
2,533,807
1,610,921
4,144,728
4,144,728

Ⅰ　一般正味財産増減の部   
　　1　経常増減の部  
　　　　(1) 経常収益 
　　　　　　①受取入会金 
　　　　　　　　受取入会金
　　　　　　　　入会一時金
　　　　　　②受取会費 
　　　　　　　　正会員受取会費
　　　　　　　　三ヵ年経過未収会費
　　　　　　③受取総会費 
　　　　　　　　総会費
　　　　　　④受取寄附金 
　　　　　　　　受取寄附金
　　　　　　⑤雑収益 
　　　　　　　　受取利息
　　　　　　　　誤入金
　　　　　　経常収益計 
　　　　(2) 経常費用 
　　　　　　①事業費 
　　　　　　　　定期総会費
　　　　　　　　理事会費
　　　　　　　　活動振興費
　　　　　　　　会報印刷配布費
　　　　　　②管理費 
　　　　　　　　事務局員給与
　　　　　　　　渉外慶弔祝賀費
　　　　　　　　旅費交通費
　　　　　　　　運営諸管理費
　　　　　　　　通信運搬費
　　　　　　　　消耗什器備品費
　　　　　　　　文具消耗品費
　　　　　　　　広告宣伝費
　　　　　　　　光熱水料費
　　　　　　　　賃借料
　　　　　　　　保険料
　　　　　　　　租税公課
　　　　　　　　法律事務所顧問料
　　　　　　　　法人申請準備金
　　　　　　　　会計事務所顧問料
　　　　　　　　諸手数料
　　　　　　　　諸雑費
  
　　　　　　経常費用計 
　　　　　　　当期経常増減額 
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 
　　　　　　　一般正味財産期首残高 
　　　　　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ　正味財産期末残高　　   

Ⅰ　事業活動収支の部
　１, 事業活動収入

Ⅱ　予備費支出

　２, 事業活動支出

入会金収入
入会一時金
正会員会費収入
３カ年経過未収会費
総会費収入
寄附金収入
受取利息
誤入金
維持会員会費収入

事業活動収入計

事業活動収入計
事業活動支出計
事業活動収支差額

当期収支差額
前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

①事業活動収入計
定期総会費
理事会費
活動振興費
会報印刷配布費

事業費支出計
②管理費支出
事務局員給与
渉外慶弔祝賀費
旅費交通費
運営諸管理費
通信運搬費
消耗什器備品費
文具消耗品費
広告宣伝費
光熱水料費
賃借料
保険料
租税公課
法律事務所顧問料
法人申請準備金
会計事務所顧問料
諸手数料
雑支出
予備費

150,000

7,761,000
2,786,080
800,000

0
1,000

11,498,080

5,209,001
13,109,001
△ 1,610,921

△ 1,610,921
1,610,921

0

700,000
300,000
6,200,000
700,000
7,900,000

1,500,000
200,000
30,000
300,000
700,000
50,000
100,000
50,000
50,000
900,000
20,000

0
378,000

0
164,000
80,000
680,001
7,000

118,000
10,000

7,308,920
△ 215,000
1,218,000

0
37

3,451
0

8,443,408

3,137,519
5,909,601
2,533,807

2,533,807
1,610,921
4,144,728

680,280
518,488
2,486,257
679,115
4,364,140

 
220,494
203,750
130,080
300,000
646,872
5,580
76,877
31,500
44,031
900,000

0
0

378,000
0

164,000
36,335

0
 

△ 32,000
10,000

△ 452,080
△ 3,001,080

418,000
0

△ 963
3,451

0
△ 3,054,672

△ 2,071,482
△ 7,199,400
4,144,728

4,144,728
0

4,144,728

△ 11,490
7,939

△ 4,979,058
△ 145,309
△ 5,127,918

△ 1,279,506
3,750

100,080
0

△ 53,128
△ 44,420
△ 23,123
△ 18,500
△ 5,969

0
△ 20,000

0
0
0
0

△ 43,665
△ 680,001
△ 7,000

科　　　目 ①23年度予算額 ②23年度決算額 ②－①増減

科　　　目 金　　額

平成 23年度収支計算書 収支計算書に対する注記

貸 借 対 照 表

平成23年 1月 1日から平成 23年 12月 31日まで

平成 23年 12月 31日現在

財 産 目 録
平成23年 12月 31日現在

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１.流動資産
　　　　　現金
　　　　　普通預金
　　　　　振替預金
　　　　　通常預金
　　　　　未収会費
　　　　　前払金  
  
  
　　　流動資産合計 
　　　資産合計 

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債 
　　　　　未払金
　　　　　預り金
  
　　　　流動負債合計
　　　　負債合計
 
Ⅲ　　正味財産の部 
　　　1. 一般正味財産 
　　　　　正味財産合計
　　　　　負債及び正味財産合計 

170,312
521,820
841,026
49,840

4,745,890
75,000

6,403,888
6,403,888

2,253,000
6,160

2,259,160
2,259,160

4,144,728
4,144,728
6,403,888

Ⅰ　資産の部    
　　１. 流動資産   
　　　　　現金預金  
　　　　　　現金手許有高  
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　江戸川橋支店
　　　　　　　　　　　　　　口座番号　　1716382
　　　　　　普通預金　りそな銀行　早稲田支店
　　　　　　　　　　　　　　口座番号　　1441361
　　　　　　振替預金　ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　　　　　♯00110-5-76081
　　　　　　通常預金　ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　　　　　♯10040-50368701
　　　　　　未収会費
　　　　　　うち平成 20年分会費　 196,000
　　　　　　　　平成 21年分会費 1,028,080
　　　　　　　　平成 22年分会費 1,758,000 
    
 資産合計
   
Ⅱ　負債の部
　　１. 流動負債
　　　　　　未払金
　　　　　　仮受金　ワークブックス誤入金
  

　　　　　　負債合計   

Ⅲ　正味財産   

 
 
 

  170,312
 

521,547
 

273
 

841,026
 

49,840

4,745,890
 
 
 

 75,000
 
 

6,403,888
2,253,000

 6,160
 
 

 2,259,160

4,144,728

※未払金内訳  

鑑賞会補助金
事務局給与
運営諸管理費H23年分
会計事務所顧問料H23年分
法律事務所顧問料Ｈ23年後期分
公益法人申請費用H22年分

200000
1,300,000
300,000
164,000
189,000
100,000
2,253,000

監　査　報　告　書

　下記監事３名は、社団法人日本庭園協会において、会長の提出し
た平成 23 年度における会務の執行を総括した会費収入の「活動振興
費」の内訳並びに「収支計算書」「正味財産増減計算書」「貸借対照
表及び財産目録」等につき監査した。
　監査の結果、会務の執行は当該協会の定款に基づき誠実に行なわ
れており、正確に処理されていることをみとめます。
　　平成 24年　2月　22日

社 団 法 人 日 本 庭 園 協 会
監事　　原　徳三　　
同　　　河村　素山
同　　　鈴木　崇



熱気あふれる受付

－ 15 － － 14 －

「
人
と
世
間
と
庭
の
顔
」
要
旨

日
本
女
子
大
学
桜
楓
２
号
館

鑑
賞
会 

講
演
会

（
社
）
日
本
庭
園
協
会　

名
誉
会
長     

龍
居 

竹
之
介

平
成
24
年
3
月
24
日

「
里
山
に
学
ぶ
茅
葺
き
の
話
」
要
旨

日
本
女
子
大
学
桜
楓
２
号
館

東
京
都
支
部　

講
演
会

筑
波
大
学
芸
術
学
系
教
授     

安
藤 

邦
廣

平
成
24
年
1
月
22
日

由
比 

誠
一
郎

「
里
山
に
学
ぶ
茅
葺
き
の
話
」
を
聴
い
て

　

庭
は
人
の
た
め
の
庭
で
あ
っ
て
、
庭
の

た
め
の
庭
で
は
な
い
の
に
誤
解
さ
れ
て
勝

手
に
歩
い
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
庭
は
見

る
人
に
よ
っ
て
も
文
化
に
よ
っ
て
も
異
な

る
も
の
だ
が
、
ど
う
も
日
本
の
庭
は
こ
と

さ
ら
勝
手
に
歩
い
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

例
え
ば
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
な
ど
の
古

い
お
寺
の
庭
を
見
る
人
は
殆
ん
ど
の
場

合
、
竣
工
し
た
と
き
の
庭
の
形
が
今
日
ま

で
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
も
の
と
錯
覚
し

て
し
ま
う
ら
し
い
。

　

庭
は
そ
の
時
代
、
そ
の
時
代
の
気
象
条

件
や
色
々
な
事
情
や
ら
、
た
び
た
び
の
改

修
の
歴
史
を
経
て
今
日
の
姿
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
本
当
の
話
だ
。

　

さ
て
日
本
の
庭
の
「
宝
物
」
は
何
だ
ろ

う
？　

そ
れ
は
四
季
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
海
外
の
庭
に
は
こ
れ
ほ
ど
鮮
明
に
四

季
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
無
い
。
日
本
人

は
昔
か
ら
自
然
に
対
す
る
感
性
の
レ
ベ
ル

が
高
く
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て

き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
四
季
の
楽
し

み
方
を
育
て
て
き
た
こ
の
歴
史
と
伝
統
を

　

安
藤
氏
は
民
家
の
流
れ
を
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
の
茅
葺
き
は
、

戦
国
時
代
、
建
築
に
大
き
な
革
新
が
起
き

て
、
食
料
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
限
界

に
達
し
、
ど
う
や
っ
て
生
き
て
ゆ
く
か
大

い
に
考
え
、
打
開
し
よ
う
と
し
た
時
代
に

誕
生
し
た
背
景
と
、
こ
の
百
年
間
の
大
き

悲
劇
が
、
日
本
が
生
ま
れ
変
わ
る
大
き
な

変
わ
り
目
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
、

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

最
初
は
、
五
百
年
前
に
、
銀
閣
寺
の
東

求
堂
は
、
書
院
造
の
始
ま
り
と
し
て
、
そ

れ
以
前
の
宮
廷
建
築
は
時
代
に
合
わ
な
い

と
、
義
政
が
四
畳
半
の
小
さ
な
書
院
を
造

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
利
休
は
、
草
庵
を

さ
ら
に
極
め
茶
室
が
誕
生
し
ま
し
た
。
お

茶
室
と
民
家
は
同
じ
社
会
背
景
の
兄
弟
と

い
え
ま
す
。
民
家
は
、
こ
の
時
代
に
茅
葺

き
と
し
て
初
め
て
形
を
と
っ
た
。
草
で
屋

根
を
葺
く
と
い
う
事
が
、
こ
の
時
代
の
大

き
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

大
き
な
社
会
変
革
が
強
い
と
き
に
、
茅

葺
き
が
登
場
し
た
事
と
現
代
で
起
き
て
い

る
事
、
そ
し
て
、
未
来
を
考
え
る
た
め
に

今
回
茅
葺
き
と
い
う
も
の
に
学
ぶ
意
味
を

考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
茅
葺
き
を

話
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
、
里
山
の
発
生

は
、
室
町
時
代
の
終
わ
り
に
天
然
林
が
底

を
つ
い
た
時
で
す
。
人
間
は
新
し
く
森
林

や
山
と
の
付
き
合
い
方
を
つ
く
り
変
え
た

時
代
で
し
た
。
生
活
す
る
た
め
に
つ
く
り

替
え
た
山
、
里
山
の
誕
生
で
す
。

　

人
間
は
里
山
の
資
源
で
、
江
戸
時
代
に

は
三
千
万
人
が
暮
ら
せ
る
持
続
社
会
を

造
っ
た
。
茅
葺
き
は
里
山
に
依
存
し
た
建

築
で
す
。
農
耕
が
茅
葺
き
の
生
み
の
親
で

す
し
、
衣
食
住
、
草
が
基
本
、
草
の
循
環

で
暮
ら
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
草
原
を
つ

く
っ
て
き
た
。

　

現
在
は
、
里
山
を
考
え
直
そ
う
と
色
々

な
分
野
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
茅
資
源
の

再
生
、
草
地
の
様
々
な
利
用
価
値
、
モ
ノ

を
提
供
す
る
場
か
ら
文
化
・
い
の
ち
・
環

境
を
提
供
す
る
場
そ
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

水
源
、
草
原
回
復
の
共
同
取
組
、
癒
し
の

空
間
等
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
縄
文
時
代
の
建
築
は
栗
で
し

た
。
山
の
文
化
で
す
。
食
料
も
栗
だ
っ
た
。

草
原
は
生
物
の
棲
み
家
、
山
菜
や
薬
草
の

宝
庫
で
茅
葺
き
は
草
の
文
化
で
す
。
春
の

七
草
は
食
し
て
楽
し
み
、
秋
の
七
草
は
花

を
愛
で
で
楽
し
む
こ
と
で
す
。「
春
が
来

た
春
が
来
た　

ど
こ
に
き
た　

山
に
来
た

里
に
来
た　

野
に
も
来
た
」
は
正
に
里
山

ソ
ン
グ
で
す
。
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く

れ
る
里
山
と
い
う
二
次
自
然
で
慣
れ
親
し

ん
で
い
た
茅
葺
き
と
い
う
草
の
文
化
で
工

夫
し
て
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
を
、
も
う
一

度
思
い
出
し
て
、
考
え
て
頂
い
て
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
庭
園
を
造
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
約…

広
報
委
員　

加
藤 

精
一
）

　

今
回
、
建
築
家
で
あ
り
筑
波
大
学
芸
術

学
系
教
授
の
安
藤 

邦
廣
氏
に
茅
葺
き
屋

根
を
通
し
て
自
然
と
共
生
す
る
循
環
型
社

会
に
関
す
る
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

お
話
は
屋
根
の
歴
史
か
ら
、
そ
の
土
地

の
気
候
風
土
に
深
く
関
連
し
た
材
料
や
屋

根
の
形
の
変
化
、
そ
し
て
、
道
具
や
技
術

的
な
解
説
。
ま
た
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
自

然
環
境
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
足
り

な
い
内
容
で
し
た
。
そ
の
中
で
気
に
な
っ

た
の
が
、
や
は
り
、
自
然
と
共
生
す
る
循

環
型
社
会
。農
耕
文
化
の
発
展
と
と
も
に
、

茅
場
は
維
持
、
管
理
さ
れ
、
雑
木
林
な
ど

と
同
じ
様
に
里
山
の
一
部
と
な
り
、
循
環

す
る
こ
と
で
無
駄
の
な
い
、
ス
ム
ー
ズ
な

環
境
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
い
ろ
い
ろ
な
良
い
作
用
が
働
き
、
潤

い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代

は
農
林
業
が
衰
退
し
、
茅
場
や
雑
木
林
も

姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
茅
葺

き
屋
根
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
私
た
ち
は

里
山
の
風
景
、
農
耕
文
化
の
象
徴
で
あ
る

茅
場
を
残
し
、守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
現
代
の
生
活
の
中
に
、
茅

の
良
さ
を
生
か
し
活
用
す
る
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。
今
ま
で
育
ん
で
き
た
循
環
を

崩
さ
な
い
こ
と
。
そ
れ
ら
の
重
要
性
を
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
講
演
で
は
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

自
然
と
共
生
し
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

は
、
技
術
的
な
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
ど

こ
か
ひ
と
つ
欠
い
て
し
ま
う
と
絶
妙
に
保

っ
て
い
る
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
危

う
さ
も
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
建

築
で
あ
る
茅
葺
き
屋
根
を
新
た
に
作
る
こ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
の
あ
る
中
で
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
存

し
て
い
る
茅
葺
き
屋
根
は
私
た
ち
が
受
け

継
い
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
日
本
の

里
山
の
風
景
で
す
。
ま
た
、
自
然
を
守
っ

て
い
く
に
は
、
人
間
の
都
合
に
合
わ
せ
る

の
で
は
な
く
、
四
季
を
感
じ
る
余
裕
を
持

ち
、
自
然
の
流
れ
に
合
わ
せ
、
循
環
を
崩

さ
ず
保
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
里

山
の
風
景
は
、
人
が
生
活
す
る
こ
と
で
出

来
上
が
っ
た
身
近
な
自
然
。
環
境
を
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
場
所
と
し
て
も
、
大
切

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
都
支
部
正
会
員
）

現
代
に
生
か
し
た
庭
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

　
「
作
庭
記
」
の
時
代
か
ら
自
然
景
観
を

何
よ
り
「
良
し
」
と
す
る
日
本
人
の
美
意

識
の
高
さ
も
一
つ
の
「
宝
物
」
で
あ
る
。

　

ま
た
飛
鳥
時
代
に
朝
鮮
半
島
を
経
由
し

て
日
本
に
入
っ
て
き
た
輸
入
文
化
の
ひ
と

つ
の
燈
籠
な
ど
の
石
造
物
か
ら
、
夜
の
庭

園
照
明
用
と
し
て
の
織
部
形
や
雪
見
形
な

ど
新
た
な
燈
籠
を
創
出
す
る
な
ど
、
外
来

の
文
化
を
見
事
に
融
合
さ
せ
て
い
る
点
も

高
く
評
価
で
き
る
。

　

庭
を
総
合
的
に
考
え
る
集
ま
り
と
し
て

大
正
７
年
に
発
足
し
た
現
在
の
日
本
庭
園

協
会
と
、
庭
づ
く
り
の
専
門
家
た
ち
の
社

会
的
地
位
と
知
識
を
高
め
る
た
め
昭
和
13

年
に
発
足
し
た
日
本
造
園
士
会
と
は
後
年
、

合
併
し
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。
こ
の
二

つ
の
会
の
考
え
方
は
車
の
両
輪
の
ご
と
く

で
あ
り
、
今
後
も
一
層
、
力
を
つ
く
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
創
立
百
年

に
向
け
て
の
よ
き
指
標
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　
（
要
約…

監
事 

大
成 

白
歩
）熱弁をふるわれる龍居名誉会長

檀上の安藤先生　　　　　　　　　

満員の会場風景

映像を使った説明

平
成
24
年
度
支
部
活
動
報
告

会費納入のお願い
日ごろより、当協会の活動・運営にご理解
ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
当協会は補助金や交付金などは一切受けて
おらず、運営は会員の拠出する会費のみで
まかなわれております。今年度も皆さまの
速やかな会費納入をお願いいたします。

■ 年会費：正会員    13,000円／１年
　　　　　 賛助会員   7,000円／１年
　　　　　 維持会員20,000円／1口
　（年度は1月1日～12月 31日が区切りです）
■ 振込先：郵便為替口座
　　　　 　00110-5-76081
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